


こ の 展 覧 会 は な ん で し ょ う か ？

審 査 結 果 が 最 も 国 際 展 基 準 に 近 い 全 国 切 手 展 ＋ 個 別 指 導 の 場

この展覧会は、国際郵趣連盟（FIP）の定める審査規則に従い、FIP 公認審査
員らが審査する全国切手展、かつ出品者への個別指導の場です。

「切手収集」をご存知の方は少なくないと思いますが、『プレゼンテーションを
楽しむことが可能な収集趣味』であることをご存知の方は多くないと思います。

プレゼンテーションの１つの方法は、A4判の台紙に、収集した切手や郵便物
を並べ、適切な文章を記載し、展示に耐えうるコレクションを作る事で、ある
程度収集の進んだコレクターの中では実践している人も多い方法です。

個人で楽しむ分にはコレクション作りは自由ですが、このコレクション作りに
競技の概念を持ち込んだのが競争切手展です。ヨーロッパ発祥で１００年以上
の歴史があり、この間に多くのコレクションが競争切手展の場で、FIP 公認審
査員により審査されてきました。

競争切手展は、陸上競技の様な絶対価値の測定ではなく、フィギュアスケート
の様な、審査規則に従い、審査員が審査を行う審査競技（100点満点）です。

日本人が国際切手展に頻繁に参加するようになったのは1980年代以降です。
欧米諸国に比べると歴史が浅い為、ルール違反の作品やルール上大幅な減点を
免れない作品もありました。しかしながら、FIP 公認審査員の日本人が少なかっ
た為、それ以外の収集家が見ようみまねで審査するしかない全国切手展も少な
くありませんでした。この為、国内で良い賞を獲得した作品の中には、世界に
進出した瞬間に、大幅に減点されてしまう作品が後を絶たない状態でした。

スタンペックスジャパンは、この様な悔しい思いをする競争展出品者を少しで
も減らす為に２０１９年夏に企画された全国切手展です。原則としてFIP 公認
審査員（伝統郵趣部門）のみで審査委員会を結成し、各審査員には、FIP 規則
の更なる理解と最新の運用の動向をご理解いただく様お願いしております。

また、出品者には、会期二日目の会場におけるクリティーク（審査員による個
別指導）への参加を強く推奨し、作品改善に役立てていただいています。

この結果、過去の本展出品者の多くが、その後開催された国際切手展で、改善
された作品を展示できる様になり、期待通りのスコアを獲得することができま
した。

この様に、本展覧会は、「出品者の為」を第一に考えて開催される全国切手展
です。もっとも、高得点を得られるコレクションは、美観の点も含めて優れて
おり、参観しても楽しめる作品ばかりです。本ガイドの説明も合わせてお楽し
みください。
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スケジュール

3 月 29 日（土）
10:00　開場
17:30　閉場（最終入場受付は 17:00）
18:00　ジャパン・フィラテリスト・サミット 2025（兼スタンペックスジャパン 2025 表彰式）開場
18:30　同上 開宴（事前申込制：3/22 締切、詳細 P.10-11 参照）

3 月 30 日（日）
10:00　開場
10:10　クリティーク

* 審査員により出品者へ作品改善の指導を行います。
　出品者以外の方も、クリティークを傍聴していただいて構いません。
　ただし、クリティーク中の審査員・出品者に話しかけることは禁止します。

17:30　閉場（最終入場受付は 17:00）

3 月 31 日（月）
10:00　開場
17:30　閉場（最終入場受付は 17:00）

① B5 出口へ

② 入ってすぐエスカレーター ④右手のエレベーターへ

③エスカレーター後、直進

②

③

④

住所：東京都 千代田区 丸の内 3-2-3　丸の内二重橋ビル5階

日本外国特派員協会（FCCJ)/パーティールームへの行き方(ご案内)
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日本外国特派員協会 (FCCJ)/ パーティールーム
住所 : 東京都 千代田区 丸の内 3-2-3 丸の内二重橋ビル 5 階

関連行事会場への移動方法（詳細 P.10-11）

住所：東京都 千代田区 丸の内 3-2-3　丸の内二重橋ビル5階

日本外国特派員協会（FCCJ)/パーティールームへの行き方(ご案内)
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住所：東京都 千代田区 丸の内 3-2-3　丸の内二重橋ビル5階

日本外国特派員協会（FCCJ)/パーティールームへの行き方(ご案内)
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第６回全国切手展
スタンペックスジャパン２０２５

切手コレクション展示会場

スタンペックスジャパン２０２５

ディーラーブース
兼 郵趣文献部門 展示会場

日本切手社
（3月 29 日・30 日に出店）

ゼネラルスタンプ
（3月 29 日・30 日・31 日に出店）

切手のガレージショップ
（3月 29 日・30 日に出店）

kitteasia
（3月 29 日に出店）

ディーラーブース開場時刻、並びに出店ディーラーのご案内
開場時刻：初日（3/29）：午前 10 時 30 分　初日以外：午前 10 時 00 分

開場時刻までは混乱防止の為ディーラーブースエリアに入場できません。

博物館入口

エレ
ベータ

エレ
ベータ

階段

向島郵便局
臨時出張所
初日 (3/29）
のみ開設

郵政博物館 見取り図

見取図の１から７のエリアでは、 
常設展示を行っております。併せ
てご覧ください。

郵政博物館ご利用の

注 意 点
・館内 飲食禁止です
・展示会場では、鉛

筆以外の筆記用具
の使用を禁じます

・その他スタッフの
指示にお従いくだ
さい。
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スタンペックスジャパン２０２５　展示作品一覧
12 ページより「出品者本人による作品概説」「タイトルページ」「代表的ページ」「出品者プロフィール」を順番に掲載します。

No 部門 Fr. 出品作品名称 出品者名 過去の賞歴

1 伝統郵趣 5 和紙青一銭 髙橋卓雄 国内展 LV
2 伝統郵趣 5 Japan Etched Stamps 1871-1876 黒田卓 国内展 LG
3 伝統郵趣 5 日本普通切手 1913-1938 菊池達哉 国内展 V
4 伝統郵趣 8 昭和切手 1937-46 伊藤純英 国際展 G
5 伝統郵趣 5 Ryukyu Airmail Issue 1950-1954 木戸裕介 初出品
6 伝統郵趣 5 スウェーデン オスカー II 世時代の普通切手 1885-1911 五島直 初出品
7 伝統郵趣 8 France 1849-1860 有吉伸人 国際展 G
8 伝統郵趣 5 URUGUAY 1856-1884 槇原晃二 国内展 G
9 郵便史 5 私製はがきの外国宛使用 安藤源成 国内展 S
10 郵便史 8 在中国アメリカ郵便の活動 1802-1922 大場光博 国内展 LG
11 郵便史 8 Postal History of Kiautschou in China 1898-1949 福田真三 国際展 LV
12 郵便史 8 インド中国遠征軍 1900-1923 小岩明彦 国内展 G
13 郵便史 8 第二次世界大戦期の英国郵便史：太平洋戦争 佐藤浩一 初出品
14 ステーショナリー 8 Postal Stationery under Japanese Naval Occupation Area 守川環 国際展 G
15 ワンフレーム 1 Stamps of The Russian Empire Used Abroad Ship Mail to Japan 飯塚博正 国内展 82
L-1 文献 単行本 国際切手展 JAKARTA2024 金賞受賞作品 ジャワ 1942 年 2 月〜 1945 年 8 月 増山三郎
L-2 文献 単行本 西村寿一郎コレクション SWEDEN 1855 – 1873 西村利子
L-3 文献 単行本 在横浜ペィル兄弟洋菓子店 小林彰
L-4 文献 単行本 戦後の欧文櫛型印 神宝浩

L-5 文献 単行本 ウラジオストク航路と郵便 ( 下 )~ 日本海航路を中心に ~ ―
1876 年 10 月 ~1910 年 9 月― ( 明治 29 年 ~ 明治 43 年 ) 立山一郎

L-6 文献 単行本 世界植物切手分類体系 第 1 巻 石田徹
L-7 文献 単行本 世界の大収集家 [ 第１部 ] フェラリとその時代の郵趣 正田幸弘
L-8 文献 単行本 全日本切手展 第 74 回 << 全日本切手展 2024>> 小藤田紘
L-9 文献 雑誌 小判切手とその時代 最近の情報（2023.1-2024.12） 小判振舞処

＊ 過去の賞歴は公式な賞歴の内、最高となる賞を掲載しています。

　郵趣文献部門は、競争切手展の大事な一部門です。しかしながら、欧米開催と比較す
ると、アジアで開催される競争切手展では、国内展・国際展を問わず、その取り扱いは
あまりよくない為、文献部門の出品者からは不満の声が寄せられることがあります。
　欧米では、郵趣文献部門の参観者の為に読書スペース（リーディングルーム）を設け
る展覧会も増えてきました。本展覧会は「国際展郵趣文献部門の審査経験」が豊富な審
査員による審査を受けられる日本初の国内競争展で、リーディングルームも設けており
ます。本年からはさらにその横で出品作品（出品者による販売希望文献のみ）を購入で
きる取り組みも開始しました。郵趣知識・ノウハウの習得にご活用いただければ幸いです。

郵趣文献部門の展示および展示作品の販売について
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審査員
Jury

審査員長 アンドリュー・チョン
Mr. Andrew CHEUNG

FIP Jury
Jury President

審査員 山田 廉一
Mr. YAMADA Ren-ichi

FIP Jury

審査員 吉田 敬
Mr. YOSHIDA Takashi

FIAP Jury

審査員 設楽 光弘
Mr. SHITARA Mitsuhiro

FIP Jury

山田 廉一　（やまだ れんいち）

昭和 39 年（1964）神奈川県生まれ、東京都在住

小学生より切手収集を始め、中学生で小判切手収集を開始。2001 年、米国カリフォルニア在
住時に、ハワイ切手の収集開始。2018 - 2020 年、英国ケンブリッジ在住時に英国切手、特に
King George V の収集開始。2014 年に FIP 登録審査員となり伝統郵趣部門資格を有す。

受賞歴
　JAPAN Definitives 1883 - 1892, UPU and New Koban          LV    INDONESIA 2012

Andrew CHEUNG　（アンドリュー・チョン）

香港郵趣協会副会長
FIP 郵便史委員会の委員・セクレタリー (2008-2022)
FIP 伝統郵趣委員会セクレタリー（2022-）
国際郵趣鑑定家協会員 ( 香港、在中国ロシア局 ) 
2000 年より FIAP 登録審査員（郵便史部門）
2006 年より FIP 登録審査員（伝統郵趣部門、郵便史部門）
国際展における審査経験多数＋ FIAP エキスパート委員会メンバー
FIAP Jury Academy 講師

設楽 光弘（したら みつひろ）

昭和 27（1952）年、群馬県前橋市生まれ

小学校 3 年より収集を開始。記念切手収集を経て学生時代より小判切手、上野国郵便印の収集
を開始する。2004 年より FIP 登録審査員となり伝統郵趣部門資格を有す。AIEP 会員

受賞歴
　Old Koban Series 1876-79
　　Large Gold Medals―Phila NIPPON2001,Phila KOREA2002 and BANGKOK2003
　UPU 小判切手		 大金賞 + 郵便事業会社会長賞―JAPEX2009
　上野国の記番印	 大金賞 + 日本郵便文化振興機構賞―全日展 2015
　上野国の不統一印	 大金賞 + グランプリー JAPEX2016
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吉田 敬　（よしだ たかし）

昭和 42 年（1967）東京都練馬区生まれ、東京都在住

1977 年６月から 1988 年頃まで、戦後日本（切手・ステーショナリー・マルコフィリー）を熱心
に収集するもその後20年間ほど切手の購入をほぼ中断。2007年8月に偶然切手収集を思い出し、
世界ゼネラル収集を開始。収集再開時点で念頭になかった競争展参加は、PHILANIPPON2011
への参加を契機に四半世紀ぶりに開始し、それ以降１０年間、競争展の魅力を楽しんでいる。

受賞歴
　Classic Switzerland 	 LG	 HELVETIA 2022
　Kingdom of Prussia	 LG	 WSS ISRAEL 2018, WSC INDONESIA 2022, Thailand 2023
　富士鹿・風景切手	 G	 PHILANIPPON 2021（FIAP）
　Philatelic Journal	 G	 Brasilia 2016
　南方占領地		  SB	 JUNEX 81（国内ジュニア展）

本展覧会にご寄付を下さった方々
Donors to the Exhibition

アプレンティス審査員について
スタンペックスジャパン審査員会では、国際切手展における審査に通用する審査員の育成の為、
アプレンティス審査員の応募を通年で受け付けておりますが、本年は応募がありませんでした。

スタンペックスジャパン運営寄附（１口二千円）にご協力くださった皆様
松田伸裕 Mr. MATSUDA Nobuhiro（５口）　小藤田紘 Mr. KOFUJITA Hiroshi（４口）　
佐藤浩一 Mr. SATO Koichi （３口）　木戸裕介 Mr. KIDO Yusuke （３口）
立山一郎 Mr. TATEYAMA Ichiro（２口）　槇原晃二 Mr. MAKIHARA Koji（２口）　
斎享 Mr. SAI Toru（２口）　守川環 Mr. MORIKAWA Tamaki（２口）　
横山裕三 Mr. YOKOYAMA Hiromi（２口）菊地恵実 Ms. KIKUCHI Emi（２口）
水谷行秀 Mr. MIZUATANI Yukihide　菊池達哉 Mr. KIKUCHI Tatsuya　五島直 Mr. GOTO Sunao
伊藤純英 Mr. ITO Sumihide　正田幸弘 Mr. SHODA Yukihiro　飯塚博正 Mr. IITSUKA Hiromasa　
増山三郎 Mr. MASUYAMA Savuro　有吉伸人 Mr. ARIYOSHI Nobuto　小岩明彦 Mr. KOIWA Akihiko
鎌倉達敏 Mr. KAMAKURA Tatsutoshi　小判振舞処 KOBAN FURUMAIDOKORO

敬称略 , 2025 年 3 月 2 日受付分までを掲載

大口寄附
　吉田敬 Mr. YOSHIDA Takashi　25 万円（外国人審査員派遣への協力費として）

ジャパン・フィラテリスト・サミット２０２５　特別協賛
　スタンペディアオークション株式会社　Stampedia Auction, inc. 　25 万円

「スタンペックスジャパン運営寄附」は、会期中も、１口２千円で、博物館入口近くの
「ディーラーブース 兼 郵趣文献部門 展示会場」にて承ります。
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「ジャパン・フィラテリスト・サミット」は、フィラテリストが一堂に介して、ゆっ
くり食事をしながら親交を深めることができる、欧米並みの着席パーティーが、年
に一度くらいあっても良いのではないか、というアイディアを下に、２０１７年より
年一度開催されてまいりました。

コロナ禍で３年間の中断を余儀なくされましたが、２０２３年に再開されてから
は、全国切手展「スタンペックス ジャパン」の授賞式も兼ねて、毎年３月に開催さ
れるようになりました。

本宴は、トップフィラテリストが参加するパーティーとしては国内最大規模で、
５０名を超えるご参加をいただいております。着席のフレンチのコース料理を提供
し、参加者が交流しやすい雰囲気のパーティーです。

会場は「フォーリンプレスクラブ」とも呼ばれ、度々記者会見の開かれる「日本
外国特派員協会」の宴会場で、一般の方がなかなか足を踏み入れない場所です。是非、
この機会にご参加ください。初めての方のご参加も大歓迎いたします。

本パーティーへのご参加を希望される方は、３月 22 日までにお申込のほど、お願
い申し上げます。ご夫婦・パートナーの方とのご参加も歓迎いたします。

参加申込方法
本宴への参加には入場券（有料、7,000 円）が必要です。以下の方法でお求めください。 
入場券（下図）は、申込完了の方に 3/1 より順次発送致します。
（１）（「スタンペディア日本版」本年度会員）マイスタンぺディアから申込

「ご注文はこちら！」タブを押してお申し込みください。1 分で終わります。
（２）郵便等で申込

郵便：102-0083 海事ビル内局留 スタンぺディア
電子メール：info@kitte.com　FAX：０３−６７００−１５８５

会費：　7,000 円
食事：　フランス料理（コース、着席）
席数に限りがありますので、ご参加をご希望の
場合は、お早めにお申込ください。
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ジャパン・フィラテリスト・サミット２０２４（昨年 3 月開催）のご紹介

金賞受賞者の皆様の記念撮影

司会：三宅民夫さん
（元 NHK アナウンサー）

参加者集合写真。ご夫婦・パートナーの方とのご参加を歓迎いたします。

黒田卓さんへの手嶋康賞授与

（プレゼンター手嶋康之様）
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スタンペックスジャパン 2025

四隅に桜の花があしらわれた桜切手は、明治 5 年 7 月 20 日に発行されました。
最初は仮名なしで発行されましたが、その後仮名入りに移行しました。
桜切手は半銭から 30 銭まで、用紙やカナの有無も含めて多数発行されましたが、私は和紙一

銭について専門的に収集しました。
和紙青一銭の原版は 26 版あります。26 の原版それぞれに 40 枚の切手が手で彫られました。

ということは、印面の違う 1,040 種類の切手があるということです。
一人で全面集めた人は今まで聞いたことがありません。しかも、1,040枚で完集ではありません。

印刷所の違いや仕上げの方法まで違う切手が存在します。
1 版から 4 版までの版には、松田印刷と政府印刷の 2 種があり、さらに中間印刷と言われる切

手もあります。先ほどの 1,040 枚に、政府印刷 160 枚、中間印刷 160 枚を加えると、青一切手
1 枚を 1,360 種類に分類できることが分かります。

青一の 1 版から 26 版は、シート写真が撮影されていたので、市田左右一氏が判別特徴を研究
し 26 版までのそれぞれの切手のポジションが確定しています。したがって、もし青一をお持ち
でしたら、この写真より、どの版のどの位置かが判別出来ます。

この版の区別が分かるようになると楽しみが倍加し、掘り出し物を見つけるチャンスが高くな
ります。

目打ちで集めるのも楽しみの一つです。青一には MLL 目打ちがあります。大きな穴の目打穿
孔で、一度覚えると忘れません。

エンタイヤで青一を集めるのも面白いです。消印では大型検査済、不統一印、二重丸型印、記
番印等多数あります。配達経路で集めたり距離制の料金から均一料金になったり、高額切手の発
売遅延で多数枚の使用例があったりして、楽しめます。

ところで、印刷版の製造にあたり、26 版分を 1 人の彫師が彫るのは不可能なため、数人の彫
師で分担して作業を行いました。版によっては、1つの版を 2 人の彫師が分担した事例もあります。
それは 8 版と 25 版の二つです。

例えば 8 版において、Pos.1-16 と Pos.17-40 は別々の彫師が担当しました。この違いを分類
したリーフがありますのでご覧ください。

このように、手彫切手を集める上で青一に勝るものはありません。原版分類の手頃さそれが確
定されていること、印刷所の変革、いわゆる松田・中間・政府印刷の相違、使用例の多様性、大
型地名入り検査済から記番印等への種類の変化、どれをとっても尽きない面白さがあります。

Japan Cherry Blossoms 1 Sen Stamps Native Paper

和紙青一銭

作品番号 No. 1
伝統郵趣部門部門（5 フレーム）

出品者：髙橋卓雄
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Mr. TAKAHASHI Takuo

髙橋卓雄 氏

1940 年 2 月 8 日生まれ　85 歳

切手の収集は中学生時代友人と交換して始めました。
高校生時代に市田左右一氏「切手の愉しみ」を読み、手彫切手のおもし
ろさを知りました。
リタイヤし時間、資金に多少ゆとりが出来たので、手彫切手青一銭に挑
戦しました。市田左右一氏の参考書「青一」に 26 版ある各版のシート
の写真及びそれぞれの版の解説があり参考になりました。又アドバイス
をしてくれた友人がおり、勉強になり助かりました。

収集範囲：日本切手全般　手彫切手
	   ハワイ切手
	   戦前の船内郵便
	   One Penny Red Plate 1 to 175

主な切手の受賞歴
　2017 年 JAPEX		  和紙桜青一銭		  大銀賞
　2019 年全日本切手展	 和桜青一銭		  大金銀賞
　2020 年 JAPEX		  和紙桜青一銭		  大金銀賞
　2022 年全日本切手展	 ハワイ			   銀賞

出品者プロフィール
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スタンペックスジャパン 2025

本作品は、1871（明治４）年に発行が始まった手彫切手の伝統郵趣コレクションです。
20 年余にわたって基本的に一人で手彫切手専門カタログはじめ関連の専門書籍・研究論文を

参考にしながら、メインナンバーに沿ってコツコツと収集してきたものです。一昨年のスタンペッ
クス・ジャパンに 8 フレームで初出品したのに続き、昨年同展には少々図に乗って国際展出品仕
様の 5 フレームにコンパクト化し、クリティークで受けた懇切なアドバイスに従いフルシートや
メジャーなエラー切手を入れて多少なりともグレードアップする工夫を施しました。

その結果、多分に励ましの意味の側面があったとは思うのですが、初めて大金賞をいただくこ
とができました。加えて、JAPEX 2023 に続き、本展では初めて設けられました手嶋康賞を受賞
することもでき、授賞式では手嶋さんのご子息手ずから賞状を授与していただき感激もひとしお
でした。

今年も同じ作品名で懲りずに出品した主な狙いは、スタンペックス・ジャパンの本来の目的で
ある国際展への出展を促進するという趣旨に沿って、今年開催の国際展に挑戦してみよう、それ
に当たってクリティークにおいて審査員の方々から忌憚のないご批評を仰ぎ、国際展で一定の評
価が得られるように改善を図るヒントにさせていただこうということです。

前回出品作品から大きな変動はありませんが、いくつか微細ながらリーフの向上を図ったとこ
ろがあります。その改善の眼目の一つは、クリティークで指摘されていた竜五百文貼カヴァーを
入れたことです。残念ながら初期発行の黄緑色切手を貼り、大型地名入印などで抹消された名品
ではありませんが、後期使用のルックスも相応に良好なアイテムといえるかと思います。和紙で
は 6 銭仮名入り（ヌ）が無声印の情けない状態であったのを、明治 7 年という初期使用が判る大
阪 N1B1 鮮印のものに取り換えました。洋紙では 30 銭（イ）で未使用田型を、同改色で半銭（ニ）
の横浜ボタ使用済を、そして同図案改正では房 1 銭の未使用目打バラエティに P. 12 に加えて、
いわゆるルーレット目打（P. 14½）の単片を新たに展示しました。

竜切手のパートを大きくしたい、稀少な、状態の良いカヴァーを入れたいなどレベルアップの
余地はまだまだあると自覚しています。ご批正・ご助言よろしくお願いします。

Japan Etched Stamps 1871-1876

Japan Etched Stamps 1871-1876

作品番号 No. 2
伝統郵趣部門部門（5 フレーム）

出品者：黒田卓
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Mr. KURODA Takashi

黒田卓 氏

1955 年京都市生まれ、現在仙台市在住。郵趣振興協会 賛助会員

世紀転換期に、職を得ていた大学で仕事と研究に追いまくられ、何か愉
しいことをした～い、と切実に思い、30 数年振りに切手取集を再開、最
初はご多分に漏れず日本切手のボストーク収集に努めていましたが、その
うち手彫収集に専念するようになりました。手彫だと入手できても一カ月
に数枚の切手、整理も楽だし長く続けられると考えたからです。

でも浅はかでした。この道は進めば進むほど奥が深く、限られた資金か
らはより限界が見えてきます。しかしやれるところで身の丈にあった形で
やってみようと思い直し、定年退職を一つのきっかけにリーフに再整理し、
一昨年多少無理無体を承知で一つの形として提示してみました。それが思
わぬ好結果に結びついたのに気を良くして、一昨年の JAPEX、昨年の最
後の全日展にも出品し、両方で金賞をいただくとともに、それぞれ手嶋康
賞、全日本郵趣連合賞の特別賞を受賞いたしました。

しかし人に観ていただくべくリーフ作成に取り組んで、まだ数年しか
経っていません。入手したいアイテムのハードルが年々高くなりすぎる、
リーフ、フレームのレイアウトやディスクリプションをどうするか、理想
と現実の折り合いをどうつけるかで日々模索中です。

学問の専門分野としてイランの歴史や文化を専攻してきましたので、
10 数年前からイランの切手やカヴァー類の収集も併せて愉しんでいます。
その一端を現在「郵趣仙台」誌に「イラン郵趣散歩」と題するエッセイに
て連載中です。ご関心ある方は、ご笑覧のほどを。

出品者プロフィール
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スタンペックスジャパン 2025

[ 作品概要 ]　本作品は 1913 から 38 年までの時期に、当時の大日本帝国において、異なるタイ
プの普通切手が異種同額面を含めて入り混じって発行された中でも 、田沢昌言によってデザイン
され 1913 年から発行された所謂 ( 田沢型切手 ) の 1/2 銭から１円までの 17 額面に、1924 年
から発行された 5 円、10 円の高額切手２額面を加えた 19 額面を、同時代の全額面を網羅したメ
インストリームにあたるシリーズとして捉え、これを額面順に収集した伝統郵趣作品です。

[ 作品作製の目的 ]  1913 年に発行を開始された日本の普通切手シリーズ 19 額面を額面順に収
集する。 26 年間に多様な形態変化を遂げた同シリーズを可及的に単純な分類に従って収集する。
形態変化の詳細な各論的追及の優先順位を高くせず、５フレーム作品において可能な ( 田沢型切
手 ) への必要かつ十分な総論的理解のあり方を示す作品を作製することを目的とした。

[ 作品の構成 ]　１/ ２銭から 10 円切手までの 19 額面を低額から額面の順に収集する。製造面で
は、各額面において、発行時期によって変化した形態を、紙質、印面サイズ、銘版、罫線、目打
ちによって分類し、５フレーム作品に相応しいバランスを維持しながら可及的に網羅的に収集す
ることを目指した。日本の収集家によって伝統的に用いられてきた、大正白紙、旧大正毛紙、新
大正毛紙、昭和白紙という ( 田沢型切手 ) の domestic な基本分類は、初見の方、外国人の方に
も理解していただき易い表現とする試みとして、発行あるいは出現した時期によって 1913 シリー
ズ、1914 シリーズ、1926 シリーズ、1937 シリーズと本作品では呼称する。使用面では、基本
国内料金一度、基本外信料金三度の変更、そして航空郵便の開始による新料金の設定に伴う多様
な使用例の変遷を可及的に網羅的に収集することを目指した。

[ 参考文献 ] 「単片にみる田沢切手」魚木五夫著 1962 年。「田沢切手」 西野茂雄 編集　1978 年。
「田沢型１銭5厘ハンドブック」天野安治 著1997年。「日本の航空郵便」 成田 弘  著 2000年。「田
沢切手 作品と解説 」宮崎博司 著 2003 年。「大正切手」山口充 監修　2014 年。他。　

[ 主な展示品 ] 1/2 銭　1926 シリーズ全型目打未使用シート。１銭 1937 シリーズ櫛型目打未使
用シート。１1/2 銭 1926 シリーズ全型目打未使用シート。３銭　１角　 20 枚ブロック　無双
罫、1914 シリーズ櫛型目打未使用シート、1914 シリーズ目打単線 12 霞罫　6 枚ブロック未使用、
目打単線 12 中子持罫　３角４枚ブロック未使用、1913 シリーズ　単線 12 無双罫 1 枚貼、第一
種書状カバー、1926 シリーズ　出現最初期データ 1 枚貼第一種書状カバー。４銭　1913 シリー
ズ外信葉書適性１枚貼り初日使用例 カバー。10 銭　1913 シリーズ中子持ち罫　シート。20 銭
1913 シリーズ単線 12　中子持罫ペア。25 銭 1913 シリーズ目打単線 12 ペア。50 銭 1914 シ
リーズ目打単線 11 貼外信使用オンピース。10 円　1926 シリーズ貼り実逓外信書留便カバー。

Japan Definitive Stamp, 1913-1938

日本普通切手 1913-1938

作品番号 No. 3
伝統郵趣部門部門（5 フレーム）

出品者：菊池達哉



21

スタンペックスジャパン２０２５　公式ガイドブック



22

スタンペックスジャパン２０２５　公式ガイドブック



23

スタンペックスジャパン２０２５　公式ガイドブック

Mr. KIKUCHI Tatsuya

菊池達哉 氏

1958( 昭和 33) 年生まれ。66 歳。郵趣振興協会 正会員

父の影響で小学生時代に切手収集開始。当時の収集仲間に植松豊君がい
ました。祖父は旧逓信省下級官吏。父は旧制弘前工業学校時代に収集開始。

16 歳、全日展に「田沢切手」で入選。以後なっが ~ い冬眠に入る。52 歳、
ヤフオク「新潟上大川前」の消印が目に留まった瞬間、不思議なスイッ
チが入り、収集再開。今日に至る。

収集領域
　１．伝統「日本普通切手 1913 ‐ 1938」　
　２．マルコフィリー「越後國・佐渡國の初期郵便消印」
　３．オープン「フィンランド共和国」

受賞歴　
　2021　日本国際切手展　
　Republic of Finland -its independence and the struggle　73 点　Silver

　2023　JAPEX
　「佐渡國・越後國の記号入番号消印　80 点　大金銀

出品者プロフィール
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スタンペックスジャパン 2025

本年は昭和１００年となる年である。昭和の初めは大正切手の延長で１０年ほど過ぎたが，当
時の世界的切手の図案改正傾向－装飾図案から具象図案へ―の流れを受け，新切手の改正機運が
高まってきた。国家的事業として多方面から選抜された人材による図案審議会を立ち上げ，数度
の協議を経て昭和１２年 (1937 年 ) ５月１１日に最初の切手２銭乃木大将が発行された。これは
葉書料金であった。次いで８月１日に封書料金の東郷元帥切手，というように昭和１５年２月１
日富士桜図案切手発行まで１９種類の切手が発行された。同図案の切手帳 2 種とコイル切手４種
も含めた戦前発行のシリーズを第１次昭和切手という。意匠となった図案は「世界に冠たる日本」
を体現する，自然風景・神社・仏閣・人物・装飾図案である。大日本帝国の版図が最大だった時
期で，国力が戦前最大の時期を表現した素晴らしい出来栄えである。ぜひ作品で「みほん」加刷
等で初期印刷の出来栄えを見てほしい。

昭和１６年１２月８日米英との戦争に突入。中国戦線をも含めて，大東亜戦争と閣議決定。欧
米の植民地支配からの解放を目指した戦争であった。１７年４月１日封書料金等の改正。同日 5
銭東郷元帥切手発行。まだ連戦連勝の気分に浮かれた時期であった。しかし同年６月ミッドウェ
イ海戦の大敗で暗転。次第に国民生活に陰りが見え始め，１９年４月１日に封書料金７銭・葉書
料金３銭に改訂する頃には，用紙・印刷ともその製造能力の低下は否めない状況になってきた。
２０年４月１日封書料金１０銭・葉書料金５銭に改訂された頃には目打なし，糊なしの切手も出
現するほどの製造能力低下であった。８月１５日終戦の詔勅。９月２日ミズーリ号での降伏文書
調印。占領下日本の時代に入る。この戦時中に発行された２２種類（目打・糊区別）の切手を第
２次昭和切手と称する。この時期は南方占領地に持ち込まれて使用されたので大日本帝国史上最
大の勢力圏を形成した。タイトルリーフの地図がそれである。この地図は欧米の認識で作成され
たものなので，満洲・蒙古・中国占領地も含んでいる。

２０年東京大空襲により印刷局消失。残った紙幣寮で少数製造できるのみになったので，民間
会社のオフセット（平版印刷）による製造を計画。実際には終戦後の１０月頃出現。戦時中に計画，
戦後に占領下日本で使用されたオフセット印刷の切手１０種を第３次昭和切手と称する。

以上のように，第１次～３次は使用された歴史的背景も製造面も異なる。伝統郵趣作品として，
冒頭にアーカイブ展示後は，１～３次切手ごとに，額面順に配置した。この作品でしか見られな
いアイテムが多数，赤枠に注目して見てもらいたい。

JAPAN : Showa Series, 1937-46

昭和切手 1937-46

作品番号 No. 4
伝統郵趣部門部門（8 フレーム）

出品者：伊藤純英
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Mr. ITOH Sumihide

伊藤純英 氏

　昭和 32 年 (1857 年 ) 長崎県生まれ，島原市在住。公益財団法人日本
郵趣協会九州・沖縄地方本部長。長崎郵趣会会長（日本郵趣協会長崎支
部長）。郵趣振興協会賛助会員。
　1970 年万博参観時ソ連館での 1,000 種貼込帳の購入を契機に，蒐集
開始。1977 年中央大学法学部入学，大学公認の切手研究会を立ち上げ，
3 年次には大学郵趣連盟（常任理事校 4 校，加盟 20 校）の会長を務めた。
　卒業後，在京の出版社勤務，近畿支社配属。日本郵楽会会員，日本郵
趣協会関西専門例会世話人，関西郵趣連盟昭和切手例会世話人。大阪時
代５年で帰郷，長崎県立高校国語科教諭 40 年近く。在任中長崎県教育
庁と中国国家教育部提携の国家重点大学 / 東北師範大学派遣，日本語専
門教師として２期半計 5 年勤務。日本人初の優秀外国人教員表彰を受け
る。現在も長崎県非常勤講師として勤務。

　全日展，JAPEX 出品多数。両切手展昭和切手金賞受賞は唯一。また記
念切手が発行された日本開催の国際切手展 5 回連続出品は日本切手関連
で唯一。国際展に 40 年以上前から昭和切手出品。地位向上に寄与した
自負を持つ。
PHILATOKYO81（S），PHILANIPPON91（S），PHILANIPPON2001（V），
PHILANIPPON2011（LV&V），PHILANIPPON2021（G&V）。
他に FIP 展 THAILAND2018（G）.
　昭和切手蒐集 50 年間で主要珍品 / キーアイテムを一点ずつ獲得し，
余人が決して再現できないリーフが多数（赤枠付アイテム参照）。昭和切
手の万束 60 個以上所有。昭和切手では既に 1 次昭和作品が FIP 展 LG，
1 次・２次作品 FIAP 展 LG に達しているが，フルスケールの１次～３次
作品で FIP 展 LG 獲得が当面の目標。

出品者プロフィール
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スタンペックスジャパン 2025

本作品は琉球初期の航空郵便と航空切手を対象とした伝統郵趣作品です。1945 年 9 月の太平
洋戦争終戦後、米国統治下となった琉球では、物資不足等の状況から、昭和切手を台切手とした
暫定切手発行など、郵便制度は暫定的な運用として各四群島政府 ( 奄美、沖縄、宮古、八重山 )
により実施される状況が 3 年程続きました。その間、1948 年 3 月にマニラ - 那覇 - 東京 - 米国
間の航空路線開設に伴う航空郵便取扱が開始され、主に本土と米国を結ぶ郵便の急速逓送に寄与
し、取扱は拡大しました。最初の航空切手であるハト航空が 1950 年 2 月 15 日に、1951 年 10
月 1 日に天女航空が発行され、地帯区分等も整理されながら琉球の航空郵便は世界に開かれてい
くことになります。

（作品の展開）
1. プロローグ　スタンプレス時期：1948 年 3 月 15 日の航空郵便取扱開始以後、1950 年 2

月 15 日に最初の航空切手が発行されるまでの 2 年間については、航空郵便は主に料金別納印で
の対応がなされました。それは、従来の切手不足によるもので、航空取扱の高額な料金を切手貼
付で処理することは不可能に近い状況であったためです。1948 年 7 月 1 日の琉球最初の第一次
普通切手が発行されるまでの間は内国、外国の平面便についても別納対応が主でしたが、航空郵
便に限っては別納対応のみの状況が 1 年 7 ヶ月後まで続くことになります。

2. 第一次航空切手　ハト航空：1950 年 2 月 15 日に琉球最初の航空切手であるハト航空切手
が発行されました。距離別増料金の３区分に対応した額面で発行され、6 月に増料金制から統合
料金制に移行した後は単貼でそれぞれ３区分の適正料金となりました。琉球最初の航空切手は、
当時の琉球切手最高額面 3 種類であり、内国郵便の特殊取扱等にも流用され、幅広く使用されま
した。

3. 第二次航空切手   天女航空：1951 年 10 月 1 日に第二次航空切手として天女航空が発行さ
れました。料金改定後の距離別料金 3 区分に対応した額面で発行され、料金制度が距離別から地
帯別に移行した後も単貼でそれぞれ 3 区分の適正料金となりました。ハト航空と同じく、当時の
琉球切手最高額面 3 種類となり、内国郵便の特殊取扱等にも流用され、幅広く使用されました。
1954 年 8 月 16 日に追加で 2 額面が発行され、地帯別 5 区分となった料金体系に合計 5 種類の
天女航空切手で対応しました。

（本作品対象の重要性）
本作品は、琉球初期における航空郵便と航空切手について整理した作品です。琉球における郵

便が安定期を迎える前の時期における、暫定的で流動的な非常に不安定な時期を対象として取扱
いました。高額切手としての琉球内の内国特殊取扱にも利用された本時期の航空郵便物と切手は、
琉球切手の中でも各マテリアルの収集は難しく、集積も困難な対象となっています。

Ryukyu Airmail Issue 1950-1954

Ryukyu Airmail Issue 1950-1954

作品番号 No. 5
伝統郵趣部門部門（5 フレーム）

出品者：木戸裕介
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Mr. KIDO Yusuke

木戸裕介 氏

1992 年 8 月 31 日生 32 歳 神奈川県藤沢市出身  郵趣振興協会 正会員

2004 年に切手収集開始。収集対象は伝統郵趣ゼネラルとしての日本、
琉球、韓国、北朝鮮、満州、南方占領地 ( 主にビルマ )、中国占領地、ス
イス風景、フランス種まき、エストニア、チェコスロバキア等々。郵便史
として在朝鮮日本局、朝鮮戦争軍事郵便等を収集。

国内展賞歴
Republic of korea Wartime Definitive	 LV+SP    	 2021 JAPEX
South Korea 1945-46                 	 G	 2022 全日展
North Korea 1945-52           	G           	 2022  JAPEX
Republic of Korea First Definitive Issue	 G           	 2023  全日展
South Korea 1945-46               	 G	 2023  JAPEX 
South Korea 1945-46                   	 G	 2024  Stampex Japan

国際展賞歴
South Korea 1945-56             	 V	 2021 YOKOHAMA
Ryukyu Dollar Currency Provisional Issue	 V	 2022 HELVETIA

出品者プロフィール
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スタンペックスジャパン 2025

本作品は、スウェーデン最初の国王の肖像切手として 1885 年から発行された国王オスカー II
世を描いた普通切手、同時期に補助額面として発行された２色数字切手、およびオスカー II 世に
より開局されたストックホルム中央局を描いた当時の最高額面である５Kr 切手からなるオスカー
II 世時代の普通切手について、製造面と使用面からこの時期の特徴を俯瞰する展示とした伝統郵
趣作品です。

展示構成として、製造面では国王の肖像を描いた凸版印刷から凹版印刷への移行、および製造
時期による用紙の変更や色調変化を未使用と使用済みの各額面で分類し、プルーフやテスト印刷
の無目打切手に加え印刷技術の未熟により生じた多くの版バラエティのうち特徴的なものを示し
ています。また、この時期はオフセンターの切手が多く、できるだけ状態の良いマテリアルを取
捨選択しています。

使用面では、国内の鉄道郵便と湖沼航路の蒸気船郵便、およびバルト海域諸国への主要な海上
郵便ルートでの使用など、この時代に顕著に発達したスウェーデンならではの郵便逓送手段を背
景とした消印と使用例を分類してまとめてみました。また、本シリーズの使用時期である 19 世
紀後半は経済活動の活発化と都市化が進展した時期であり、クラシカルな封書に見られた旧来の
記述や証示印から証示ラベル加貼への移行期を示す特殊扱い郵便の例、普及し始めた企業広告封
筒使用や感染症の流行に伴う検疫郵便など社会的背景を映し出す使用例の他、大陸への郵便とし
てスウェーデンの探検家スベン・ヘディンの中央アジア探検時の使用例を加えました。

今回の作品は、20 年以上未整理ストックとともに中断していた収集を再開して初めての出品に
なります。作品の作成にあたり、上に述べた本シリーズ発行時期の特徴を俯瞰できるような構成
を試み、そのためにふさわしいと思えるマテリアルを丹念に探して加えました。これまで国内展
ではあまり馴染みのないタイトルであり、タイトルリーフと各リーフへの説明を日本語で記述し
ました。まずは、今回の評価を今後の改善に繋げたいと思っています。

Sweden Definitives of OSCAR II period 1885-1911

スウェーデン オスカー II 世時代の普通切手 1885-1911

作品番号 No. 6
伝統郵趣部門部門（5 フレーム）

出品者：五島直
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Mr. GOTO Sunao

五島直 氏

昭和 32 年　熊本県生まれ。東京都在住。

高校生時代にスウェーデンの文通友達を見つけてやり取りをする中で、
スウェーデン切手の美しさに魅了されたことがきっかけで、スウェーデ
ン切手を集めるようになりました。

1980 年代初めに JPS 北欧切手部会の存在を知り、入会。スウェーデン
のクラシックからゼネラル収集を始めるうちに、当時スウェーデン収集
の第一人者として活躍されていた志垣雅文氏と出会い、人気シリーズで
あるグスタフ VI 世シリーズやライオン立像シリーズに傾注するようにな
り、JAPEX へ初出品しました。これらを土台に作品の拡充を進めミニペッ
クスなどへ出品を続けるかたわら、1987 年末から志垣氏とともに北欧
切手部会報の編集を担当しました。また、当時は広島へ住んでおり、ス
タンプショウ広島への企画展などの活動にも関わっていました。

その後、2001 年に東京へ転職となったことをきっかけに収集は中断、
未整理品を残したまま郵趣活動は長い休眠状態に陥りました。定年退職
後、少し時間的余裕ができたことで、収集品を整理しようとアルバムや
ストックを調べていたところ、逆にかつての興味が蘇り、ライオンや今
回展示のオスカー II 世など発展途上で中断していたコレクションを再度
まとめてみようと収集再開、現在に至ります。

国内展受賞履歴
　JAPEX ’87  グスタフ VI 世シリーズ	 銅賞
　JAPEX ’88  ライオン立像シリーズ	 銀銅賞、住野賞

出品者プロフィール
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スタンペックスジャパン 2025

本作品は、フランス・クラシックの伝統郵趣コレクションです。
スタンペックス・ジャパンへの出品は４回目になりますが、クリティークで指摘された高いハー

ドルを少しずつでもクリアすることを目標に、コツコツと作品の改善に取り組んできました。今
回は、４回目にして最大規模の改変にチャレンジしています。

これまではフランスのファーストイシュー・セレスからプレジダンス、ナポレオン無目打ち、
ナポレオン目打ちありの４シリーズで構成してきました。今回はナポレオン目打ありを外し、無
目打ち切手３シリーズだけで８フレームを作りました。最初の出品時には２８リーフあった目打
切手を去年は１２リーフにまで減らし、そして今回ついに無目打切手のみに！タイトルは「France 
1849-1862」から「France1849-1860」となりました。

そして、もう一つ。最初の出品時のクリティークから「ここを目指すべき」と言われ続けてき
た「ファーストイシューのセレスだけで４フレーム」という課題に挑戦しましました。クリティー
クでご指摘を受けてから足かけ４年、こちらもようやく形になりました。

拙作は第１フレームに TOPIC として目玉のマテリアルを展示しています。セレスだけで４フ
レームというのは、冒頭の TOPIC もセレスだけで構成することになります（去年はナポレオンが
入っていました）。この１年、もっとも頭を悩ましたのがこの第１フレームです。展示したのはセ
レスの象徴ともいうべき「テートベッシュ」（セレスは世界で初めてテートベッシュが登場した切
手です）、初日使用カバー、そして最古カバー。運に恵まれ、とても手が届かないと思っていた複
数のレア・マテリアルの入手が叶いました。（切手の神様に感謝！）。その他、全体としてもブロッ
クや多数貼りカバーの増量に努め、60 リーフを作り変えました。ご高覧いただければ幸いです。

France 1849-1860

France 1849-1860

作品番号 No. 7
伝統郵趣部門部門（8 フレーム）

出品者：有吉伸人
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Mr. ARIYOSHI Nobuto

有吉伸人 氏

昭和 38 年生まれ。団体職員。郵趣振興協会 正会員

小学、中学時代に切手収集を楽しむものの、長らく中断。2004 年頃に、
収集を再開し、フランス・クラシック切手を中心に、フランスの郵便史、
スイスの不足料切手などを楽しんでいます。

国内受賞歴
　Napoléon non lauré ~France1852-1862~ ５Ｆ
　　ＪＡＰＥＸ２０１５	 Ｇ　　住野賞
　　全日展２０１６		 ＬＧ　通信文化協会賞

　France 1849-1862 ８Ｆ　
　　ＪＡＰＥＸ２０１７	 ＬＧ
　　スタンペックスジャパン２０２４　　ＬＧ　グランプリ

　Ceres 1849-1850 ３Ｆ　　　　　　　　
　　全日展２０１８		 Ｇ

国際展受賞歴
　Napoléon non lauré ~France1852-1862~ ５Ｆ
　　China 2016		  Ｇ
　　Indonesia 2017		 Ｇ

　France 1849-1862  ８Ｆ
　　Stockholmia 2019	 Ｇ

出品者プロフィール
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スタンペックスジャパン 2025

本作品は、1856 年から 1884 年の間に南米のウルグアイで発行された初期の切手を対象とし
て製造面と使用面で示した伝統郵趣の作品です。製造面に関して、プルーフ、シェード、版の位置、
版欠点、用紙、目打など変化に富んだシリーズが多く、合わせて国内及び外国郵便のカバーを示し、
この時期のウルグアイでの切手全体の流れを概観できるものとしました。

ウルグアイでは、1856 年 10 月に最初の切手３種類を発行しました。国家による郵便制度を
確立しないまま、政府は有力な駅馬車会社経営者ラピドを郵便管理官に任命して公用書状の配送
を委託しましたが、ラピドは切手を発行し、民間の書状も取り扱いました。最初に出された切手
には、国名表示や郵便切手という文字はなく、乗合馬車を意味するディリゼンシア（DILIGENCIA）
という文字が書かれています。また、これらの切手が使用された書状は、消印が使われなかった
ため、切手が抹消されていなかったり、ペン消しがされていました。

1858 年 3 月には、ラピドから新たに３種類の新切手が出されましたが、政府は同年 8 月に切
手の使用を禁じ、ウルグアイでは約 1 年間の切手の空白期間が続きました。その後、1859 年６
月には、ウルグアイ政府による正式な切手が発行されました。ウルグアイ初期の一連の切手には、
太陽をかたどった自由の女神像が描かれ、「モンテビデオ・サン」と呼ばれています。1866 年以
降は、英国や米国など海外印刷の切手も発行されています。

初期の切手は石版で印刷されましたが、石版印刷は細かい模様には向いていません。そのこと
は多くの版欠点につながり、初期のウルグアイ切手では、２次原版のタイプ別リコンストラクショ
ンが可能となっています。

この展示では，リコンストラクションや初期のカバーを注目材料としています。ウルグアイの
初期切手は、南米の中でも奥行きが深い収集対象といわれ、様々な展開ができるものとなってい
ます。

URUGUAY 1856-1884

ウルグアイ 1856-1884

作品番号 No. 8
伝統郵趣部門部門（5 フレーム）

出品者：槇原晃二
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Mr. MAKIHARA Koji

槇原晃二 氏

昭和 30 年 (1955 年 ) 広島県生まれ、広島市在住　広島蒐郵会代表、郵
趣振興協会 賛助会員

大学時代に、田辺猛さんの名著「小判切手の集め方」の影響を受けて小
判切手収集に憧れ、1977 年地方郵趣会としては小判切手収集が盛んだっ
た広島蒐郵会に入会しました。同じ広島県（尾道市）在住の天野安治さ
んや大橋武彦会長の指導を受けながら、切手の分類、収集の深さ、面白
さを知りました。

JAPEX‘84 へ日本ゼネラル作品「日本普通切手 1871-1952」を出品した
後は、長い長い中断時期に入りました。20 年後の 2008 年 eBay での切
手購入を知り、米国切手の収集でフィラテリーの世界に戻っています。
ウルグアイ切手については、渡辺勝正さんの JAPEX’71 グランプリ「19
世紀のウルグアイ切手」のリーフを「郵趣」誌上で拝見し、いつかこれ
らの魅力的な切手を集めたいと思っていました。郵趣活動では、現在、
日本郵趣協会中国・四国地方本部、スタンプショウ広島実行委員会など
にも関わっています。

切手展受賞歴
　JAPEX2019「南方占領地オランダ領東インド　1942-1945」 金銀賞
　JAPEX2021「米国普通切手 1847-1888」　　　　　　　　　大金銀賞　
　JAPEX2023「日本普通切手 1871-1937」　　　　　　　　　大金銀賞
　STAMPEX JAPAN2024「オランダ領東インド 1845-1932」　大金銀賞
　JAPEX2024　「ブラジル普通切手 1843-1878」　　　　　　 大金銀賞
　FIP 専門世界展 URUGUAY2025「URUGUAY1856-1884」　　金銀賞

出品者プロフィール
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小生の収集のモットーは、「切手は使用されて蘇る」である。「何時？何処で？どの様に？」使
用されたかに趣をおいて収集してきたので手紙・はがきに無駄なものは一才無い。

今回の展示は「The Japanese Foreign Postal Card」シリーズの「連合はがき」「外国宛国内
はがき」に次ぐ「外国宛て私製はがき」である。

明治 33 年 10 月 1 日に「外国宛て私製はがき」が使用可能になったので、菊切手が使用された、
はがき料金「４銭」を中心に展示した。2009 年に、昨年で終了した「全日本切手展」に３フレー
ム出品したものに、大正切手、在外地の日本局、外国クラシックに切手を加貼したものを加えて
２フレーム展示した。即ち、日清戦争以降の在中国ドイツ軍、フランス軍 MILITARY が合わせて
展示されている。

International Usage of Post Cards

私製はがきの外国宛使用

作品番号 No. 9
郵便史部門部門（5 フレーム）

出品者：安藤源成
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Mr. ANDO Gensei

安藤源成 氏

昭和 13 年生まれ、自営業。郵趣振興協会 正会員

小学 4 年生の夏休みの自由研究の宿題に自宅に沢山あった切手、収入印
紙、取引高税証紙を藁半紙に貼って、提出したのが蒐集の始まり。
中学校を岡山市内に転校して「岡山郵趣会」に入会し吉田景保氏の消印
講座を毎回聴き、「消印党」と成った。

平成 5 年、自宅が全焼し、コレクションの 8 割を焼失したので蒐集を一
時止めと思ったが、幸い、アルバムに整理していた地元のエンタイヤ、
葉書は大部分がキズモノと成ったが焼け残った。その後、3 名の先輩か
らコレクションを譲り受けて収集に火が着いて今日に至る。「切手、葉書
は使用されて甦る」が小生の蒐集のモットーである。
　　　　　　　　　　　　
国際展・アジア展
　　　２００１　　　JAPAN　WORLD			   LV
　　　２０１０　　　LONON　INTERNATIONAL		  V　
　　　２０１１　　　JAPAN　WORLD　　　　　　	 LV, V
　　　　　　　　　　ROCUPEX　TAIPEI　　　　　	 G
　　　２０１３　　　THAILAND　WORLD　　　　　	 LV
　　　　　　　　　　FIP　WORLD　AUSTRALIA　　	 LV
　　　２０１４　　　PHILAKOREA　　　　　　　　　	 LV
　　　２０１６　　　NEW YORK　WORLD　　　　　	 Ⅴ
　　　　　　　　　　PHILATAIPEI　　　　　　　　　	 LS
　　　２０１７　　　FIAP　MELBOURNE　　　　　　	 V
　　　２０２２　　　HELVETIA 2022　　　　　　	 G

個　展
　　　平成 12 年 8 月　　大阪　（財 ) 郵趣文化センター
　　　平成 30 年 3 月　　東京　　郵政博物館

出品者プロフィール
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アメリカと中国の 19 世紀は激動の時代です。

1. 西部開拓　アメリカはイギリスから 1776 年に独立した大西洋沿岸東部 9 州の国家です。アパ
ラチア山脈を超えて先住民の土地を略奪しながら西部開拓を進め 1848 年のメキシコ戦争でカ
リフォルニアを手に入れて太平洋岸に届きアジアへの関心が高まりました。

2. 阿片戦争　中国の清朝時代はアジアの大国で隣接する朝鮮・ベトナム・琉球等とは朝貢のみで
した。イギリスが貿易超過の銀流出を防ぐ為に阿片戦争で勝利し 1842 年南京条約で五港を開
港させ、アメリカも 1844 年望廈条約で同様の恩恵を享受しました。

3. 鯨を追って西太平洋へ　中国への関心が高まったのはアメリカの一大産業だった 18-19 世紀の
捕鯨です。大西洋近海の抹香鯨を取り尽くすとアメリカの船団は捕鯨母港 Nantucket, Rhode 
Island 沖から南米大陸南端のホーン岬を経由して西海岸沿いに太平洋を北上しました。1819
年頃からアメリカの捕鯨船が西太平洋の日本近海を目指し、1822 年には 60 隻以上の捕鯨船
が鯨を追って 2 ～ 3 年間追撃しました。鯨油は照明にそして髭はコルセット等に活用されま
した。冷蔵庫のない時代では鯨肉は海へ投棄されました。アメリカ捕鯨は Nantucket 島周辺
に 1844 年頃には捕鯨船が 644 隻になり鯨取り船員は 17,600 人へと拡大しました。

4. ペリー提督の黒船来航　1853 年ペリー提督が来日して函館開港を目論んだのは津軽海峡を年
間約 200 隻のアメリカ捕鯨船が通過して日本海の抹香鯨を捕獲していたからです。ペリー艦
隊は再来日の翌年 5 月 17 日から 2 週間を箱館と松前沖に滞在しました。

5. 航路日数の短縮　ニューヨークからの中国航路はイギリス郵船時代には大西洋から希望峰へと
インド洋を経由して 100 ～ 150 日でした。1867 年上海アメリカ局の開設時に太平洋横断航
路も新設して 1869 年アメリカ大陸の横断鉄道も開通しました。更にスエズ運河が 1869 年に
開通後はロンドンとボンベイ間の距離が 1/3 に短縮されました。

6. 交通手段と料金　帆船から蒸気船になり駅馬車から鉄道や自動車が現れて時間の短縮がなされ
ました。中国とアメリカ間の郵便料金はイギリス経由の 45-57￠から 1867 年上海局開設時
に封書 10￠から 5￠へ。1903 年に国内料金と同一の 2￠に値下げしました。

アメリカと中国の 120 年間の郵便史 ( 料金・経路・消印 ) を研究しました。
各リ―フをご覧下さい。

U.S. Postal Activity ln China 1802-1922

在中国アメリカ郵便の活動 1802-1922

作品番号 No. 10
郵便史部門部門（8 フレーム）

出品者：大場光博
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Mr. OHBA Mitsuhiro

大場光博 氏

北海道網走郡美幌町　1946 年出生。郵趣振興協会 正会員

学歴　
日大工学部建築学科 1969 年卒業、工学院大学大学院修士課程 1971 年
修了

職歴　
日大工学部建築学科 1971 年助手、( 株 ) 目白都市建築研究所 1980 年副
所長、( 株 ) 都市建築デザイン研究所 2002 年専務取締役、現職 2025 年
不動産経営。

最近の国内展受賞経歴
・JAPEX' 97  金賞・グランプリ 「中国書信館」
・JAPEX' 14  大金賞・グランプリ 「アメリカ上海郵便局とその前史 . 1802-1922」
・JAPEX' 22  大金賞・チャンピオンクラス「在中国初期外国郵便 1745-1898」
・2024 第 74 回  全日本切手展  金賞 「中国アメリカ郵便局 1802-1922」

最近の国際展受賞経歴
・F.I.P. ST.PETERSBURG 2007 “China Municipal Post of Treaty Ports 1865-97” 大金銀賞
・F.I.A.P.  MACAO 2018 “ U.S. Postal Activity in China 1802-1922”  大金銀賞
・F.I.P.  iBRA 2023 “Early Mail and The Foreign Post Offices in China, 1745-1897”  金賞
・F.I.A.P. THAILAND 2023 “Early Maritime Mail and The Foreign Post Offices in China, 1745-1897”  金賞

文献
・郵便史研究 第 50-51 号  2020-2021『カバーが語る  在中国アメリカ郵便史 1802-1922 』

出品者プロフィール
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この展示は、中国山東半島の南岸に位置する膠州（青島）地域と山東鉄道沿線の郵便史です。
期間は 1898 年青島にドイツ海軍野戦郵便局が設置されてから、日本の占領期間を経て、中華民
国が撤退した 1949 年までです。以下の順序で展示しました。
１．ドイツ租借時代

①ドイツ青島局の開局、②ドイツ局の発展、③ドイツ租借下の中国の郵政（大清郵政・中華
郵政）、④ドイツ租借時代の終焉（日独戦争）

２．日本租借時代
①日独戦争、②日本野戦局の展開、③普通局・軍事局に変更、④日本租借時代の終焉

３．日本撤退後の中華郵政
　　①北洋政府の時期、②国民政府の時期、④日中戦争、⑤戦後の中華郵政

昨年スタンペックスジャパン 2024 に出展し、クリティークを参考に修正を行いました。また、
新たに入手したマテリアルに交換するなど、郵便史として工夫を行いました。各リーフの主な修
正点は以下の通りで、わかりやすくできたと思います。

①マテリアルの貼り付け位置
　特に 1 リーフに２点の横型のマテリアルを貼るときには、上下の貼付位置を左右にずらして、

左右のスペースに、逓送路・郵便料金・使用期間を記入しました。従来の展示よりスッキリ
して見やすくできました。

②タイトル
　各マテリアルのタイトルを太字にしていましたが、強調したいことのみを太字にすることで、

マテリアルを展示した理由が強調できたと思います。
③説明文
　郵便史では出来事を説明する文章を記入することがあります。そのようなときには説明文を

最下段にして、その説明文のタイトルには下線付きにしました。

クリティークで指摘された項目を基に修正して、本年２月のウルグアイ国際展に出品して G を
受賞できました。国際展に参加できない中で、スタンペックスジャパンは貴重な展示会だと思い
ます。クリティークに制限時間がありませんので、詳しく聞くことができます。国際展を目指し
ていますので、今後も活用させていただきたいと思います。

Postal History of Kiautschou in China 1898-1949

膠州地域の郵便史

作品番号 No. 11
郵便史部門部門（8 フレーム）

出品者：福田真三
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Mr. FUKUDA Shinzo

福田真三 氏

1954 年生まれ。郵趣振興協会 賛助会員

中学校のときの切手ブームにより収集を開始しました。趣味は色々手を
広げましたが、切手収集のみ継続中です。青島占領時期の郵便印に興味
を持ち、本格的に収集を開始しましたが、ドイツ租借時期のカバーにも
興味を持つようになり、更に、日本撤退後の中国の郵政にも手を広げま
した。
関西在住の郵趣家からの助言「郵便史をやったら」がきっかけで郵便印
から郵便史に変更し、現在に至っています。郵便史の難しさと面白さに
終わりがなく楽しんでいます。あの時の一言に感謝しています。

受賞歴
　JAPEX 2017 LG(8F) ：青島局と山東鉄道沿線局の逓送郵便史（1898 ～ 1949）
　JAPEX 2018 LG(8F) ：青島局と山東鉄道沿線局の郵便印
　全日本切手展 2019 大金銀賞 (5F) ：青島と山東鉄道沿線地域の郵便史（1898 ～ 1949）
　INDONESIA 2022 LV(5F) ：Postal History of Jiaozhou in China 1898-1949
　URUGUAY 2025 G(8F)：Postal History of Kiautschou in China 1898-1949

出品者プロフィール
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本作品は、義和団の乱に伴い中国に派遣され、そのまま中国に駐留したインド軍の軍事郵便の
郵便史作品です。イギリス本国やオーストラリアからの部隊やイギリス艦船のものも含まれます
が、大英帝国軍の主力はインドからの部隊であり他の部隊はその指揮下で活動しており、主に使
用された切手は C.E.F.（中国遠征軍）と加刷されたインド切手でしたので、標題の名称を使用す
ることとしたところです。

インド野戦郵便では 1900 年 7 月下旬の上陸当初から８月中旬まではインドの通常切手がそのまま
使用されておりましたが、C.E.F. 加刷切手 10 種の発行後は基本的にそれらが使用されました。イン
ド軍の基地局や野戦局も順次拡充され、最終的に３つの基地局、20 の野戦局、３つの移動野戦局（鉄
道野戦局）の計 26 局の消印が使用されました。また正確に言えば切手ではありませんが、英国鉄道
管理局より清国の切手に B.R.A. と加刷された遅延料金徴収用の切手が発行され、駅で押印されました。

インド野戦郵便が扱った郵便も多様で、C.E.F. 加刷貼やインド通常切手貼ばかりでなくインド
公用切手貼やスタンプレスカバーも扱いました。例外的に香港切手貼や C.E.F. 加刷―香港コンビ
ネーション、イギリス切手貼、アメリカ官製封筒使用なども見られます。使われ方でみると、書
留便や配達証明便、帯封なども存在します。使用地域も広範囲に及び、北京や天津などばかりで
はなく、香港や威海衛、上海、山海関などでも使用されました。なかには日本が関連するものも
含まれます。また、これまで知られておりませんでしたが、第１次世界大戦中には青島遠征の際
にも C.E.F. 加刷貼のものも存在します。宛先もソマリランド野戦軍やコスタリカ、独領南西アフ
リカなど、想定しづらいものまで見られます。

上述のようにインド野戦郵便関係の使用例のみでも十分多様ですが、大英帝国軍自体が多様な
集団であり、またその大英帝国軍も連合軍の一員として活動したことから、少ないものの多様な
マテリアルが存在します。例えばイギリス艦船差出香港切手貼カバー、インド野戦郵便到着前の
日本在天津局差出便、威海衛差出清仏混貼カバー、香港局や英在上海局、英在威海衛局差出便な
ども見られます。

過去三十数年間に Sattin, Wilson Wong, Hume, Latham, ‘Magnolia’, Al Kugel などのコレクショ
ンが処分されましたが、本作品にはそのなかにあった重要なマテリアルが含まれております。本作品は
８フレームですが、世界的にもこれまでこの規模の作品は存在しなかったのではないかと思われます。

日本では軍事郵便の作品というと圧倒的に消印に力点を置いた作品が多いのですが、本作品で
は分かりやすいストーリー展開に重点を置き、時系列にしたがって章を設けたうえで、使用され
た郵便や使用地域、時期に応じて節を設けました。また、稀少性については FIP の郵便史ガイド
ラインにしたがい、具体的な根拠を示しました。当時の状況に思いを寄せながらご参観いただけ
ましたら幸いに存じます。

Indian China Expeditionary Force 1900-1923

インド中国遠征軍 1900-1923

作品番号 No. 12
郵便史部門部門（8 フレーム）

出品者：小岩明彦
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Mr. KOIWA Akihiko

小岩明彦 氏

1967 年　茨城県生まれ

大学に入った頃から英領インドを専門としており、ここ 30 年程は軍事
郵便の古いところに絞って収集しております。始めた頃はイギリスの大収
集家のご支援をいただきながらやっておりましたがすっかり代替わりして、
最近ではインド系の収集家のパワーを感じることも多く、彼らの熱心さを
目の当たりにするにつけ自分も頑張らなければと思うことしきりです。

受賞歴
　Indian Campaigns ( インドの戦争 )
　　FIP　Phila Nippon 2011　大金賞 ＋ 特別賞
　　FIAP Hong Kong 2015　  大金賞 ＋ 国際グランプリ
　　FIAP Phila Nippon 2021　大金賞
　　FIP　Helvetia 2022　	 　大金賞
　　FIP　IBRA 2023	 　大金賞 ＋ 審査員賞詞

　英領インド北西辺境地域の軍事郵便 1840-1940
　　JAPEX 2012　大金賞＋グランプリ
　　JAPEX 2019　大金賞

　インド中国遠征軍郵便史 1900-1923
　　全日本切手展 2008　金賞＋日本郵趣連合賞

出品者プロフィール
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　今年は終戦から 80 周年にあたります。この機会に、私がダラダラと 50 年以上集めている
イギリスの第二次世界大戦関連マテリアルの中から太平洋戦争に関係するマテリアルを抜き出し、
連合国側から見た太平洋戦争を知っていただきたいと考えての出品です。所謂 FIP の郵便史作品
ルールには準拠していませんので非競争展への出品の方が相応しかったのかもしれません。歴史
は郵便史との相性は悪いのです。従って８フレームの郵便史作品としてではなく、個々のマテリ
アルをご覧いただければ幸いです。

太平洋戦争という大きなテーマでの展示ですので、真珠湾攻撃によりハワイを中継拠点とした
クリッパーメールが停止されたことを冒頭で示しました。その後、戦争勃発により「差出人戻し」
とされたイギリスからアジア各国に宛てられた郵便物に続き、俘虜郵便を収容所毎に示しました。
史実としての沖縄戦は参戦したイギリス軍艦宛の郵便物で、そして原爆投下はグアムに待機して
いたイギリス兵の郵便物の内容で示しました。展示の最後は解放されたイギリス人俘虜関連の郵
便物、降伏文書調印式に参加したイギリス軍艦の記念印と続き、英連邦進駐軍軍事郵便局の使用
例で終わります。

何やら騒がしくなっている昨今ですので、この展示を通じて戦争という悲劇を感じていただき
たいと願います。

British Postal History during the World War II PACIFIC WAR

第二次世界大戦期の英国郵便史：太平洋戦争

作品番号 No. 13
郵便史部門部門（8 フレーム）

出品者：佐藤浩一
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Mr. SATO Koichi

佐藤浩一 氏

1956 年宮城県生まれ。神奈川県在住。
これまでにタスマニア・ハイデラバード・アルゼンチン・英国などを収集。

１．　RDP
２．　英国ロイヤル・フィラテリック・ソサエティ、日本における代表者
３．　FIP 伝統収集コミッション、チェアマン
４．　FIP 登録審査員
　　　( ア )　伝統収集、郵便史、文献部門各チームリーダー資格
　　　( イ )　ジュリー・セクレタリー資格
５．　FIP グランプリ・クラブ会員
６．　FIAP ジュリー・アカデミー講師
７．　郵趣振興協会 正会員

出品者プロフィール



64

スタンペックスジャパン２０２５　公式ガイドブック
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日本占領下海軍のステーショナリーは、一昨年の国際展で金賞を受賞した作品を、従来の展示
方法を全面的に改めて作成し直しました。

カタログを見ても理解しがたく複雑なこの分野の展示を一般的なステーショナリーの分類に即
した展示方法に改めました。その結果、見やすくわかりやすい展示なっています。

全てのステーショナリーに未使用、使用済の両方の存在が確認されていませんし、また、現存
数も 10 枚以下のものも多くその収集は困難を極めています。

この展示ではこの分野での最高峰のコレクションをお楽しみください。

Postal Stationery under Japanese Occupation Area

Postal Stationery under Japanese Naval Occupation Area

作品番号 No. 14
ステーショナリー部門部門（8 フレーム）

出品者：守川環
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Mr. MORIKAWA Tamaki

守川環 氏

昭和２８年東京生まれ。会社社長。郵趣振興協会 監事・正会員

５歳の時から父の影響で切手収集を始める。中学生の時に南方切手と出
会い、日本占領切手の収集を始める。高校時代には切手趣味社（目白）
の南方切手部会に入会し、独自の南方切手カタログ製作に取り掛かる。

大学時代には、郵趣協会からの依頼で『新日本切手カタログ』が『日本
切手専門カタログ』へ変更されることに伴い、その南方切手パートの製
作を行う。その後のステーショナリーの掲載時も含めて、出品者の作成
した独自のカタログ番号が、日専では採用され現在に至っている。

大学時代には、全日展のジュニア部門に海軍地区を出品し銅賞。その後
多くの国内展に出品した。また、JAPEX1983 では、南方占領地のステー
ショナリーを企画・特別展示し、記念出版も行った。

出品者プロフィール
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極東におけるロシア船による郵便逓送は、1880 年代にロシア郵政の委託を受けてウラジオス
トックにあったShevelev & Co. （Russian Steam Navigation in the East）によって開始された。
その後、Russian Volunteer Fleet によるオデッサ－ウラジオストック間の航路が開設されると、
同航路を利用した郵便逓送が行われるようになり船内局も開設された。

19 世紀末にロシアが遼東半島を租借し、露清合弁の東清鉄道会社が欧亜を結ぶ鉄道路線の
建設を開始したが、ロシア資本の東清鉄道海洋汽船会社 Chinese Eastern Railway Maritime 
Steam-Shipping Company が設立され、旅順・大連と中国、朝鮮、日本各港及びウラジオストッ
クを結ぶ航路を 1899 年から順次開設し、 Shevelev & Co. に代わってロシア郵政の極東におけ
る郵便逓送を担った。

日露戦争の結果、東清鉄道海洋汽船会社は運航を停止、代わりに Russian East Asiatic 
Steamship Company がロシア政府と契約を結び 1906 年からロシア郵政の極東における郵便
逓送を開始した。しかし、翌年、ロシア政府は、Russian Volunteer Fleet に補助金を交付して、
Russian Volunteer Fleet が極東におけるロシアの郵便逓送を全面的に担うようになる。

本作品は、S.D. Tchilinghirian 及び W.S.E. Stephen による名著「Stamps of The Russian 
Empire　Used Abroad」の第 6 巻の「SHIP MAIL TO JAPAN」を展開したもので、基本的に
は展示者による発表 ”Russian ship mail in the Far East”(Journal of BSRP) に従うが、朝鮮で
の paquebot は含めない。ロシア船内郵便の第一人者 Dr. Raymond Casey の研究成果及び国内
外英字新聞、邦字紙掲載の入出港記録、出帆広告等の調査を踏まえて、ロシア船のみならず、日
本船が運んだロシア郵便物の希少な使用例を含めて構成し、その活動状況を示した。

Stamps of The Russian Empire Used Abroad Ship Mail to Japan

海外で使用されたロシア帝国切手：日本への船による郵便

作品番号 No. 15
ワンフレーム（郵便史 ) 部門（1 フレーム）

出品者：飯塚博正
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Mr. IITSUKA Hiromasa

飯塚博正 氏

　基本的にはゼネラリスト。
1970 年代に郵趣誌「フィラテリスト」に掲載された満洲国消印の記事

に興味を惹かれ、当時は人気、物がなかった満洲国切手を集めるようにな
る。同じ頃に中国切手の多種パケットを購入し中国切手を収集するように
なる。

1980 年に出版された水原明窓コレクション華郵集錦第５巻「東北近代
史」に強い影響を受け、満洲郵便史や極東におけるロシアの郵便に力を入
れるようになる。その後、日本と中国間の郵便逓送にも興味を持ち、また、
極東における船による逓送の調査を現在まで継続している。

主な出品作品：PHILANIPPON2021”Postal History of Manchuria”

出品者プロフィール
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南方占領地切手の収集・研究は戦争中から始まり、目白の切手趣味社 吉田一郎氏を中心に「切
手文化会南方切手部会」が結成され、情報を集め、戦時下の趣味誌「切手文化」終刊記念 1944 
年 4 月号として「大日本南方切手明鑑」が発行されました。戦争中日本に送られた切手が判る貴
重な資料です。

戦後、そのコレクションは吉田利一氏に引継がれ、青木氏、玉野氏、守川氏、土屋氏、橋本氏、
上遠野氏などにより例会が継続し、青木氏により報告されました。吉田氏、青木氏が体調不良と
なると休会になってしまいました。

2001 年国内勤務になった土屋氏を中心に「JPS 南方占領地切手研究会」が発足し、例会が再
開しました。目白の切手博物館での南方切手展は 1 回のみで終わってしまいましたが、郵趣振興
協会の吉田理事長、守川監事のご尽力と若い会員のパワーにより、『南方占領地のフィラテリー展』
が、郵政博物館で 7 年連続して開催されています。

また、若手グループにより、オンライン Zoom 例会も開催されています。日本切手であり外国
切手でもある南方占領地切手は、とっつきにくい分野ですが、まだ判らないこともある面白い分
野で、皆様の挑戦を期待しています。ご購読ありがとうございました。

皆様があまり注目していない占領地ジャワ伝統郵趣で金賞を得ました。これで一段落。国際展
はもうこりごり、今後は「蘭印 1939 年 9 月から 1942 年の検閲郵便」を密かに楽しもうと思い
ます。

Java February 1942 - August 1945

 ジャワ 1942 年 2 月〜 1945 年 8 月

作品番号 No. L1
郵趣文献部門（単行本）

出品者：増山三郎

この出品物（郵趣文献）は、郵趣文献部門展示会場における販売対象です
詳細は本ガイド７㌻をご覧ください。



73

スタンペックスジャパン２０２５　公式ガイドブック



74

スタンペックスジャパン２０２５　公式ガイドブック



75

スタンペックスジャパン２０２５　公式ガイドブック

Mr. MASUYAMA Saburo

増山三郎 氏

1942 年生まれ　JPS 南方占領地研究会世話人　郵趣振興協会 賛助会員

中学３年の時、インドネシアからたくさんの手紙がきた友達の依頼で、
返事を出した一人が、大の日本ファンで、お互いの新切手を貼った手紙
のやりとりをして、インドネシアの切手を集めた。

地元 JPS 沼津支部が結成され、毎回の例会で先輩達から刺激を受け、蘭
印や日本占領期にも挑戦した。また、切手趣味社（目白）で行われていた「南
方切手研究会」の青木氏からお誘いが有り、喜び勇んで例会に参加したが、
あまりにもレベルが高く、会報を頂くのみの会員でした。

英語はダメでしたが、切手欲しさに、インドネシア、オランダ、イギリ
ス、アメリカの郵趣会に入り、多くの友を得た。特にオランダ航空郵
趣会の元会長に郵便史の面白さを教えていただき、「1939 年から 1942
年の蘭印検閲郵便」にのめり込んだ。日本占領期はスマトラ・海軍地
区はあきらめ、皆さんが集めていないジャワに集中した。この作品を
Indonesia2024 アジア展でインドネシアの友に見せることができたこと
を喜んでいます。

出品者プロフィール
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本書は、故 西村寿一郎氏の世界展大金銀賞コレクションである、スウェーデン・クラシックの
全ページをフルカラーほぼ原寸で掲載したコレクション集です。親族および親しい友人用にごく
少部数作成しましたが、残部について、郵政博物館様に寄贈すべく、今回展覧会に展示させてい
ただくことといたしました。ぜひ、お目通しいただければ幸いです。

NISHIMURA JUICHIRO Collection, SWEDEN 1855-1873

西村寿一郎コレクション SWEDEN 1855 - 1873

作品番号 No. L2
郵趣文献部門（単行本）

出品者：西村利子
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Mr. NISHIMURA Juichiro

西村寿一郎 氏

西村寿一郎（-2022 年）
切手研究会 会長、公益財団法人 日本郵趣連合 理事、国際展コミッショ
ナー等を歴任。
収集分野は、スウェーデンクラシック、二つ折り葉書コレクションに加
えて国内外の多岐にわたる分野を収集。

コレクション所有者プロフィール
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開国直後の日本に長期滞在し貿易を営んでいたペィル一族は、著者のライフワークとしての研
究対象でした。彼らはフランスから日本へ食品を輸入し、逆に日本切手の代理店としてフランス
を中心に西欧に日本切手を輸出していました。

150 年の時を経て、ペィル一族の子孫であるセルジュ・ケンソン氏と交流する機会を持つこと
ができた著者は、当時やりとりされた書状に加えて日本・フランスに残る資料を研究し、その研
究成果を雑誌「切手研究」に、足掛け 16 年に渡り、7 回寄稿してまいりました。この成果を一
冊の書籍にまとめることが数年来の念願でありましたが、ようやく発行の目処が立ち、嬉しく思
います。

PEYRE Frères, Yokohama

在横浜ペィル兄弟洋菓子店

作品番号 No. L3
郵趣文献部門（単行本）

出品者：小林彰

この出品物（郵趣文献）は、郵趣文献部門展示会場における販売対象です
詳細は本ガイド７㌻をご覧ください。
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Mr. KOBAYASHI Akira

小林彰 氏

昭和 15 年 4 月 26 日 東京浅草生まれ
昭和 34 年　早稲田大学第一理工学部機械工学科卒業 
住友商事株式会社、鴻池組勤務を経て、平成 18 年より令和元年まで、
カルトール証券印刷株式会社・日本総代表。
郵趣振興協会 正会員

出品者プロフィール



84

スタンペックスジャパン２０２５　公式ガイドブック

スタンペックスジャパン 2025

本書は、スタンペデイア機関誌「フィラテリストマガジン」の第 24 号（2019 年秋）から第
37 号（2022 年冬）まで、計 14 回にわたって連載した「戦後の欧文櫛型印」の記事をベースに、
所要の加筆、修正を行ってまとめたものです。

わが国の郵趣界において、「戦後の欧文櫛型印」は、収集も調査・研究もまだ発展途上の分野
であり、現在未確認の印が今後新たに発見される可能性もあります。また本書は個人の収集をま
とめたものであるため、当然のことながら未収の欧文櫛型印がいくつか存在していますし、調査
が行き届いていないところもあります。ただ、筆者の知る限りでは、これまでのところ、「戦後の
欧文櫛型印」に絞って刊行された郵趣図書は存在していないようです。その意味で、本書が戦後
の欧文櫛型印の収集ならびに調査・研究の一助になれば、筆者として大変うれしく思う次第です。

ROMAN LETTER CDS COMB TYPE 1946-1952

戦後の欧文櫛型印

作品番号 No. L4
郵趣文献部門（単行本）

出品者：神宝浩

この出品物（郵趣文献）は、郵趣文献部門展示会場における販売対象です
詳細は本ガイド７㌻をご覧ください。
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Mr. SHINPOU Hiroshi

神宝浩 氏

１９４６年　　岡山県生まれ。その後兵庫県姫路市で育つ
１９５６年頃　グリコの切手ブームで切手に触れるが、その後中断
１９７６年頃　収集再開。　２００１年より JAPEX に数回出品
２０１２年　　JAPEX にて「第１次国立公園切手」で金賞
２０１３年　　JAPEX にて「戦後の欧文櫛型印」で大銀賞
２０１４年　　「第１次国立公園切手の体系的収集」刊行

出品者プロフィール
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これまで「朝鮮航路」、「北太平洋航路」、「横浜上海航路」についてのシッピングリストを作成
してきました。

次のテーマとして「ウラジオストク航路と郵便」は予てより興味のあった分野であり、これを
取り上げ調査・執筆を開始しました。
「ウラジオストク航路」は、次の二つの航路に区分されます。
A. ウラジオストクと長崎・上海を結ぶ航路（上海ウラジオストク航路）
B. ウラジオストクと日本海各地（新潟、函館、小樽、七尾、敦賀、門司）を結ぶ航路（日本海航路）

本来は「ウラジオストクと郵便」として 1 冊の図書にまとめる予定でしたが、利便性向上のた
め「日本海航路編」（下巻）と「上海～長崎～浦塩編」（上巻）の二つに区分しての出版となりました。
上巻の出版についてもできるだけ迅速に出版できるように努力するつもりです。

Vladivostok Shipping Routes and Postal Service (2) ~Focusing on the Japan Sea Shipping Routes

ウラジオストク航路と郵便 ( 下 )~ 日本海航路を中心に ~ ―1876 年 10 月 ~1910 年 9 月― ( 明治 29 年 ~ 明治 43 年 )

作品番号 No. L5
郵趣文献部門（単行本）

出品者：立山一郎
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Mr. TATEYAMA Ichiro

立山一郎 氏

昭和１８年生まれ、小判振舞処、いずみ切手研究会、郵便史研究会会員

会社退職後に、切手収集を再開（郵趣歴 20 年）、小判振舞処故長田伊玖
雄の指導を得て小判切手、肥後国関係初期カバー等の収集を中心に郵趣
の世界を愉しむ。最近は郵便史の研究に取組んでいます。

競争展出品および受賞歴（国内展）
「肥後国熊本郵便局に見る明治前期の郵便」　2015 年日本郵趣協会文献賞受賞　
「肥後国の郵便印―明治前期―」　JAPEX2016 金賞受賞
「明治前期の大阪肥後航路と汽船便」　JAPEX2019 文献部門金賞受賞
「明治前期における朝鮮航路と郵便」　JAPEX2021 文献部門大金銀賞受賞

著　作
・明治前期における朝鮮航路と郵便（上巻）（2021 年 3 月出版）
・明治前期における朝鮮航路と郵便（下巻）（2022 年４月出版）
・北太平洋航路シッピングリスト（2023 年１月出版）
・横浜上海航路シッピングリスト（2023 年 11 月出版）

会社退職後、郵趣の世界に参加し、多くの友人を得ることができ、また、
ご指導、御支援を受けて多忙な毎日を過ごしています。現在は、「ウラジ
オストク航路と郵便」（上巻）の上梓にむけて奮闘中です。

出品者プロフィール
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世界の植物を切手によって進化体系順に展開したコレクション集です。本シリーズでは生命の
発生から、藻類、地衣類、コケ、シダ、裸子植物、被子植物と進化を辿りながら、世界中で切手
として発行されている植物の「科」を全て調査し収録します。またその中では、特に植物切手の
分野ではあまり取り組みがなされていない、絶滅種、化石や藻類、植物プランクトンなども調査
し収録します。本巻では Introduction に「世界初の花切手ノバスコシア」「植物の来た道」など
を置き、続いて藻類、地衣類、コケ、シダ、裸子植物まで生命の誕生から植物の進化を紹介します。

切手図案のみの分類では単なる「絵合わせ」に陥り、博物的趣向は満足しても、切手類の印刷や、
郵便制度、歴史といった従来郵趣が目指してきた「マテリアル（切手類）の調査分析を通じ得た
希少性や価値観の共有」といった観点からは今一つ物足りない感があるため、このシリーズでは、
クラッシック切手の分類や、切手の原画、試刷、印刷、紙、糊、目打、定常変種など切手のアー
カイブやバラエティにも多く目を向け、切手は郵便に使用されるといった観点からも、カバーな
どの使用例も含め奥深い郵趣の世界を体現するよう努めています。

索引（学名、和名、事項名）の他、凡例と解説には郵趣家向けに植物分類を、植物愛好家向け
には郵趣用語とクラシック切手の解説を置き、双方分野の方々にも利用できるよう配慮しました。
本シリーズが単に植物を楽しむだけでなく、より一般にも郵趣本来の姿を認識される郵趣振興の
一つの材料となり、単なる物集めといった認識を払拭する一助となる事を願ってやみません。

Ａ４判　オールカラー 268 ページ　Ｗｏｏｄ ’ Ｃｏｒｅ　2024 年 10 月 17 日刊
頒布価　2500 円（送料 430 円）

World plant postage stamps based on Plant classification system Vol. 1

世界植物切手分類体系 第 1 巻

作品番号 No. L6
郵趣文献部門（単行本）

出品者：石田徹
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Mr. ISHIDA Tooru

石田徹 氏

昭和 34 年生まれ　郵趣振興協会 賛助会員

物心ついた頃より切手に親しみ、幅広く伝統分野を楽しむが、昨今は植
物切手や日本万国博切手の分野で知られるようになってしまった。風景印
90 年や、はがき 150 年では作品展示や記事執筆などを行う。郵趣記事執
筆のほか文献出版も手掛ける。

受賞歴
JAPEX2022　普通はがき 1873-1945   LS
JAPEX2024　日本万国博切手資料集	     LV

出品者プロフィール
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本書は『たんぶるぽすと』に連載中の「世界の大収集家」のうち 2020 年から 2022 年に掲載
分を 1 冊にまとめたものです。前書きのほかに目次、年表、主な参考文献とその使い方、を加え
ています。22 名の郵趣家の本文は、基本的には連載時のものですが、① p83 では重要な追加、
②カラー画像が入手できたものは、白黒から差し替え、③誤植の修正等、はしています。

注目してもらいたいのが、p145 以下の年表です。これは索引代わりですが、これを頼りに気
になった項目の部分を見る、という使い方が有用だと思います。したがって、毎月の雑誌で既に
読んだ内容ではあっても、年表を使って調べる、といった使い方が可能です。

切手収集の歴史を考えてみると、30 年を１単位として区分することができます。①切手カタロ
グや雑誌が登場する 1860 年代が始まりです。② 1890 年代にはいると、収集家以外にも切手が
高価に売買される場合が知られ、珍品の発見につながります。③ 1920 年代、世界最大のフェラ
リ収集は、公開オークションで分散しました。以後この売買方法が普及します。④第 2 次大戦後、
富（珍品切手）はアメリカに集中します。⑤ 1980 年代以降は、専門収集の拡大、あるいは競争
切手展普及の時代でしょうか。

「世界の大収集家」の連載では、第1部で①②の時代を扱っています。第2部では③④の時代です。
⑤に入る前に、主役にはなれなかった脇役の収集家を第 3 部で扱い、もう少し厚みをつけたいと
考えています。また、こういった各論的な内容とは別に、将来的には総論としての「世界郵趣史」
にも取り組みたいものだと考えています。

The world's greatest collectors

世界の大収集家 [ 第１部 ] フェラリとその時代の郵趣

作品番号 No. L7
郵趣文献部門（単行本）

出品者：正田幸弘

この出品物（郵趣文献）は、郵趣文献部門展示会場における販売対象です
詳細は本ガイド７㌻をご覧ください。
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Mr. SHODA Yukihikro

正田幸弘 氏

1956 年 6 月 17 日　北海道恵庭市に生まれる。1963 年 7 月 15 日　福岡
県久留米市内の郵便局で、名神高速道路開通記念切手を購入。1971 年 4
月 20 日　郵便創業百年記念国際切手展第 2 部ジュニア・クラス第 2 部門
入選賞。以来、全日展 72 ジュニアクラス第 2 部門銅賞等、切手展に多数
出品。郵趣振興協会 賛助会員

高校時代はゼネラル収集を志向し、アイルランドの切手商から国別パ
ケットを購入したりしていた。大学入学後、大泉学園のオームスタンプ等
の貼り込み帳で未収品を穴埋めし、1975 年 11 月の三田祭では一人で数
百ページの展示をおこなった。

1979 年 Collectors Club of Tokyo の 会 合 で、 石 川 良 並 会 長 よ り
American Philatelic Society への入会を勧められる。1981 年 5 月の Geoge 
Turner 旧蔵品の文献オークションでは、スコットカタログ等を落札。この
ころから、切手でのゼネラル収集は無理でも、代わりに文献収集での代用
を考えた。そしてその成果としての各種雑誌への寄稿を始める。

主な編著書は以下の通り
『郵趣雑誌に見る外国切手記事 1946-1979（1982）』、『田沢切手案内
（1984）』、『各国一番切手列伝 1840-1857（1996）』、『ブラジル切手概説
1843-1878（2001）』、『新・紙の宝石（2002）』、『郵趣雑誌に見る外国
切手記事 ( その２)1980-1999（2003）』、『文献に魅せられて（2004）』、

『各国一番切手列伝 ( その 2)1858-1871（2006）』、『ブラジル郵便史概説
（2010）』、『文献散歩道（2011）』、『国際展物語 1965 － 2004（2015）』、『新
新・紙の宝石（2017）』、『ブラジル：切手と郵便史 10 稿（2021）』

出品者プロフィール
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郵趣などの分野における各種の記録の大切なことを思い、まずは活字にして記録に残したいと
いう気持ちで刊行いたしました。

したがって、未熟の部分や記録したものを一冊にまとめる際の文章の補正に誤り、不手際があ
りましたら浅学非才の編集者の責任です。お許し戴きたいと思います。

永年「全日本切手展」と共に歩み楽しんできた者として、これからも、「全日本切手展」が継続
されることを希望し、切手展に出品しました。生涯楽しめ、文化・知識も与えてくれる趣味に今
後共 公益財団法人日本郵趣協会の会員として、切手収集を楽しみたいと思っております。

ご指導、ご協力をお願い申し上げます、郵趣・切手収集を楽しみましょう。

All Japan Stamp Exhibition 74th<<All Japan Stamp Exhibition 2024>>

全日本切手展 第 74 回 << 全日本切手展 2024>>

作品番号 No. L8
郵趣文献部門（単行本）

出品者：小藤田紘
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Mr. KOFUJITA Hiroshi

小藤田紘 氏

１９４４年生まれ。北海道帯広市在住。

ある日、私の元に親戚のお兄さんから届いた一通の手紙。そこには「ビー
ドロを吹く娘」の大型の切手が貼られていました。当時私は 13 歳。そ
の美しさに心を奪われ、それから切手取集に夢中になりました。

１９６３年日本郵趣協会入会、JPS 帯広支部所属。ジャポニカの切手・
昭和から令和連続日付印・記念時刻証明実逓便・面白切手消印・文献資
料の収集、１９９２年より「郵趣記念日」発行。
永年「全日本切手展」と共に歩み楽しんできました。

出品者プロフィール
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小判振舞処は、故長田伊玖雄氏が 2001 年のフィラ日本開催の折に、大盤振る舞いは無理だけ
ど小判振舞いなら、と洒落で開設されたところから始まります。

長田氏は、小判切手の収集家として、国際展で金賞を獲得されるほどご活躍された傍ら、最初
は私信の形でも情報発信をされました。

特に小判切手の製造面に力を入れられ、小判切手収集に定常変種の概念を導入され、ペーパー
チップ、ヘアライン、さらには同時期に凸版印刷された印紙にも目を向けられ、独自の world を
展開されました。
「最近の情報」の第 1 号には、旧小判 1 銭黒と 1 銭茶に現れる同一変種（「帝」の変形、右上縦

内太枠クラッシュ、左上内横枠の切れ）、所謂マッチド・ぺアが紹介され、これは日専にも採録さ
れた代表的なものです。その後も次々と発見が続きました。

小判振舞処の最大のイベントが、JAPEX’06 企画展示「小判切手 130 年」です。目玉は 30 銭
11L 大集合でしたが、銘版、枠線、布告・みほん帳、カラーガイド、小判切手バラエティ、不統一印、
ボタ印、旧小判 5 厘、旧小判 4 銭、小判葉書、絵封筒、U 小判二重丸型印、外国郵便と、幅広い
展示となりました。

長田氏の豪快かつ繊細な人柄は、若手から重鎮まで多くの方々を惹きつけ、まとめられました。
澤先生、番野さん、榎さんが振舞処宴会に参加されていたことなど、今思い出しても夢のような
ひとときでした。

長田氏が亡くなられて早くも 3 年が過ぎ、「最近の情報」の発行頻度は少々落ちておりますが、
継続発行を維持しております。

最近は、逓送経路、郵便制度、郵便史と幅広い方向に目を向けられる方が増えています。特に、
これまでハードルの高かった各航路のシッピングリストの解明を試み、朝鮮航路、北太平洋航路、
横浜上海航路、ウラジオストク日本海航路と、収集する上での必携書を次々にまとめ上げられた
立山一郎氏には頭が下がります。この労作を参考に調査し、投稿をして下さる方が増えているの
は非常に良い傾向だと思います。

Koban Stamps and Their Times, Recent Information

小判切手とその時代 最近の情報

作品番号 No. L9
郵趣文献部門（雑誌）

出品者：小判振舞処

この出品物（雑誌）の定期購読申込は、郵趣文献部門展示会場における販売対象です
詳細は本ガイド７㌻をご覧ください。
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KOBAN FURUMAIDOKORO

小判振舞処

定期購読のご案内
小判振舞処の発行する本雑誌は、令和 7 年 1 月現在、年会費 2,500 円で、
郵送によりお届けします。
新規購読をご希望の方は、以下の発行所にご連絡・ご送金
ください。

発行所 〒 558-0011 大阪市住吉区苅田 9 丁目 12 番 1 － 201 号
　　　　　小判振舞処 事務局 水口 公秀
　　　　　E-mail：mina-2441@nifty.com

なお、年会費の振込先は以下の通りです。
　　　ゆうちょ銀行 14110-74913591 ミナクチ キミヒデ
　　　りそな銀行 我孫子支店 (131) 普通 0410183 ミナクチ キミヒデ

出品者プロフィール
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全国切手展「スタンペックスジャパン」の歴史
全国切手展「スタンペックスジャパン」は、２０１９年（令和元年）に、郵政博物館（公益財団

法人 通信文化協会）と特定非営利活動法人 郵趣振興協会（以下、「当協会」）により翌年からの開
催が企画された全国切手展です。

国際郵趣連盟（ＦＩＰ）の定める審査規則を適切に運用する為、審査員の人選はじめ、我が国で
開催される全国切手展の中で、ＦＩＰの審査基準に最も準拠する度合いが高く、審査結果が世界的
に通用する切手展です。

この様な展覧会の性格が形作られた背景には、当協会の吉田敬理事長が展覧会の企画にあたり、
国際切手展における審査経験が日本人の中で突出して多く、世界中の多くの審査員から尊敬の念で
接されている佐藤浩一氏 *1 にプロジェクト立ち上げへの参画を要請し、両者で数ヶ月に渡り納得の
いくまで討論を行ったことがあげられます。

以前は、国際切手展への出品に慣れていないと、国内切手展での高評価にも拘わらず思いがけな
い結果に落胆された経験をお持ちの方も少なくなかったようです。そのような失望を防ぐ為に、我
が国初の、世界切手展基準の審査と指導を受ける場として、郵政博物館と郵趣振興協会により開始
された展覧会がスタンペックスジャパンです。本展覧会のクリティーク、ホームページや講演の活
用を経て、以後の国際展で飛躍されたフィラテリストを多数輩出して参りました。

毎年桜の咲く時期の前後に開催しております。本展覧会にご出品された皆様の国際切手展でのご
活躍を祈念いたします。

*1 国際郵趣連盟（FIP）伝統郵趣コミッション チェアマン、伝統郵趣・郵便史・文献部門におけるチームリーダー
資格及びジュリーセクレタリー資格を持つ FIP 登録審査員

A History of Stampex Japan

Stampex Japan is a nationwide stamp exhibition planned by the Postal Museum Japan and the Society for 
Promoting Philately in 2019.

In order to properly apply the judging rules set by the FIP, this exhibition is the most highly compliant of 
all the national stamp exhibitions held in Japan with respect to the FIP's judging standards, including the 
selection of judges, and the results of the judging are accepted worldwide.

The background to the development of this exhibition is that Mr. YOSHIDA Takashi, President of the 
Society for Promoting Philately, asked Mr. SATO Koichi *1, who has overwhelming experience in judging 
international stamp exhibitions than any other Japanese judge and is held in high esteem by many judges 
around the world, to participate in the launch of the project, and the two sides discussed the project for several 
months until they were satisfied with the outcome. 

In the past, many Japanese exhibitors who were not accustomed to exhibiting at international philatelic 
exhibitions were disappointed by unexpected results despite the high evaluation of their collection at domestic 
exhibitions. Stampex Japan is the first Japanese stamp exhibition to be judged and guided by the World 
Philatelic Exhibition standards to prevent such disappointments.Through the use of this exhibition's critiques, 
website, and lectures, many exhibitors have made great strides at international exhibitions since then. 

The exhibition is held every year around the time the cherry blossoms bloom. We wish all the exhibitors' 
great success at international philatelic exhibitions.

*1 FIP Traditional Philately Commission Chairman, FIP accredited Jury ; Team Leader of  Traditional Philately, Postal History 
and Literature Classes, FIP Jury Secretary.
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2020 年は緊急事態で中止となりました。

第１回全国切手展
2020.3.6-8

第３回全国切手展
2022.3.26-28

第２回全国切手展
2021.4.10-12

第４回全国切手展
2023.3.25-27

第５回全国切手展
2024.3.30-4.1

スタンペックスジャパン

National Philatelic Exhibition 
at The Postal Museum Japan Tokyo SKYTREE TOWN SORAMACHI

4/10（月）～4/13（火）全国切手展
主催：郵政博物館、特定非営利活動法人 郵趣振興協会　
協賛：スタンペディアプロジェクト　
後援：カルトールセキュリティプリンティング社、
切手市場、（一社）全日本郵趣連合、株式会社鳴美、
（公財）日本郵趣協会（50 音順）

ご招待券
1 枚につき3名様まで1回限り

2021年4 月10,11,12,13日に有効

※最終入場時刻16時

10日（土）10時半～16時半
11日（日）10時半～16時半
12日（月）10時半～16時半
13日（火）10時半～16時半

いりやまさとし
「パンダたいそう」絵本原画展

３月20日（金）～ 4月5日（日）

春休み特別展示（多目的スペース）

（1枚につき御1人様1回有効）
ご招待券 　　　非売品

休　館　日：3月4日（水）・5日（木）
開館時間：10：00～17：30（入館は17：00まで）
※3月10日（火）のみ企画展示室は13:30で終了
　（ただし、常設展示場は通常閉館）
主催　郵政博物館（公益財団法人通信文化協会）
　　　特定非営利活動法人郵趣振興協会　　　 
協力　株式会社講談社（春休みイベント）

　　　 スポーツ切手展
2月22日（土）～ 3月1日（日）

　　　 競争切手展
　　　 スタンペックスジャパン2020

3月6日（金）～ 3月10日（火）

　　　 from 1896 to 2016
3月14日（土）～ 4月5日（日）

※第1部及び期間外の企画展示室は閉鎖、常設展示場のみになります。

こどもの頃に楽しんだ方も多いであろ
う切手集め。収集したコレクションを
競う世界レベルの審査競技があるのを
ご存知ですか？スタンペックスジャパ
ンは、日本におけるその最高レベルの
展覧会です。切手コレクションの審査
競技。ぜひご参観ください。

第2部

第 1部

第 3部

世界切手展
令和2年2月22日㈯～4月5日㈰

「パンダたいそう」絵本原画展

世界切手展 _招待券 _表面

- 全国切手展 スタンペックスジャパンのあゆみ -
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Grand Prix
  POSTAL CARDS OF JAPAN 1873-1874, Mr. SAI Toru

Special Prize
  France 1849-1862, Mr. ARIYOSH
  Japan Definitives 1937-1940, Ms.KIKUCHI
  A Postal History of Japan 1937-1946 Mr. YAMAMOTO

全 16 作品 （伝統郵趣 6、郵便史 8、ステーショナ
リー 2）

Mr. SAI Toru

Grand Prix
  Japan Definitive Issues 1914 - 1925, Mr. NIWA Akio

Special Prize
Japan Definitives 1937-1940, Ms.KIKUCHI
JAPAN CHRYSANTHEMUM SERIES 1899 - 
1910 Mr. MURAYAMA
Postal History of Japanese Special Delivery Mail by 
the name of“Sokutatsu”1911-1948 Mr. YOKOYAMA

全 14 作品 （伝統郵趣 7、郵便史 5、ステーショナ
リー 2） Mr. NIWA Akio

Grand Prix
  Hawaii, Mr. YAMAZAKI FUmio

Special Prize
Japan Etched Stamps, Mr. KURODA 
France 1849-1862,   Mr. ARIYOSH
Early Mail and The Foreign Post Offices in 
China, 1745-1898,  Mr. OHBA

全 12 作品 （伝統郵趣 7、郵便史 4、ステーショナ
リー 1）

Mr. YAMAZAKI Fumio

Grand Prix
  France 1849-1862,   Mr. ARIYOSHI Nobuto

Tejima Yasushi Award
  Japan Etched Stamps 1871-1876, Mr. KURODA 
Special Prize

Postal History of Jianzhou in China 1898-1949,  
Mr. FUKUDA

Best One-Frame
  1943 MALAY 4C POSTAL CARD, Ms. KIKUCHI
全 21 作品 （伝統郵趣 9、郵便史 4、ステーショナ
リー 2、ワンフレーム 3、郵趣文献 3） Mr. ARIYOSHI Nobuto 

全国切手展「スタンペックスジャパン」受賞履歴（抜粋）
2021 〜 2024 年

毎年桜の咲く時期の前後に開催しております。本展覧会にご出品された皆様の国際切手展でのご
活躍を祈念いたします。

2021/4/10-12
実行委員長 安藤源成
審査員長　佐藤浩一
審査員　山﨑文雄、山田廉一

2022/3/26-28
実行委員長 斎享
審査員長　佐藤浩一
審査員　山﨑文雄
アプレンティス　吉田敬

2023/3/25-27
実行委員長 守川環
審査員長　佐藤浩一
審査員　フアン・チェンフェイ、
設楽光弘、山田廉一、吉田敬

2024/3/30-4/1
実行委員長 横山裕三
審査員長　佐藤浩一
審査員　アンドリュー・チョ
ン、山田廉一、吉田敬



スタンペディアオークション
第３３回セール

フロア　２０２５年４月１２日（土） １２：３０ 
会場　東京都中央区日本橋富沢町８−１０　綿商会館

セール回 フロアセール 下見会
第 33 回 2025 年 4 月 12 日 4/5 綿商会館 1 階
第 34 回 2025 年 9 月 27 日 9/6 綿商会館 1 階

スタンペディアオークション株式会社
〒 102-0083　千代田区麹町４−７ パークハウス麹町プレイス８０３

FAX: ０３−６８００−５３８４　auction@stampedia.net
http://auction.stampedia.net

[AD]
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全日本切手まつり２０２５
期間：2025年7月19日（土）～21日（月・祝）
場所：錦糸町マルイ8階すみだホール
主催：無料世界切手カタログ・スタンペディア㍿、錦糸町マルイ
後援：（特非）郵趣振興協会 / （公財）通信文化協会（予定）

切手展の種別：非競争全国切手展（入場無料）
展示規模：200フレームの郵趣コレクション
ディーラーブース:１５社１９ブース (2月時点)

[AD]



[AD]



STAMPEX JAPAN 2025
National Philatelic Exhibition 

at The Postal Museum Japan Tokyo SKYTREE TOWN SORAMACHI

スタンペックスジャパン２０２５記念出版のお知らせ

日本のフィラテリスト 世界切手展 参加記録 ver 0.8 2025 年版

[AD]

Japanese Japanese Philatelists’ Participation to F.I.P.  Philatelists’ Participation to F.I.P.  
Exhibitions ver 0.8 2025 edition Exhibitions ver 0.8 2025 edition 

無料世界切手カタログ・スタンペディア株式会社

国際郵趣連盟が２０２６年に１００周年を迎えることを
記念し、その間の日本人の世界展認定記録をパルマレス
パンフレット等の公式報道等よりまとめました。Ver 0.8
では、２０１１- ２０２５年を掲載しています。
発行方法は未定ですが、期間中の何らかのイベント等で
の非売品としてのプレゼントを予定しています。



書　名：スタンペックスジャパン２０２５ 公式ガイドブック
副　題：フィラテリストマガジン号外３９号
発行日：２０２５年 ３月１１日
部　数：2,000 部
発行者：無料世界切手カタログ・スタンペディア株式会社
発行人：吉田敬
編集部：菊地恵実、北川朋美
* 当誌は「スタンペディア日本版」の機関誌です。

Name of the book:	 The Official Guide of the Stampex Japan 2025
Sub Name:		 The Philatelist Magazine Extra Edition 39
Date of issue:	 March 11th 2025
Number of printing	 1,200 copies
Publisher:		  Stampedia, inc. Takashi Yoshida
Editor:		  E. Kikuchi, T. Kitagawa

第９期正会員・賛助会員を募集中です

末長くフィラテリーを楽しめる仕組み作りをする公益郵趣団体です。
２０１７年から始まった活動は９期目を迎えます。郵政博物館との
連携を基に全国切手展スタンペックスジャパンを主催するほか、オ
ンラインの郵趣例会やコレクション展示の振興活動を行っています。

公益郵趣団体ではありますが、展覧会や各種行事の出品料割引な
ど、特典を少しずつ拡充しています。是非会員となっていただき、
我が国における郵趣振興にご協力ください。

賛助会員の年会費は 6,000 円です。ご入会いただける場
合は、詳細資料・入会用紙を郵送しますので、ご連絡く
ださい。インターネットでも詳細を掲載しています。

102-0083 海事ビル内郵便局留置 郵趣振興協会　　http://kitte.com

[AD]



STAMPEX 
JAPAN

2025
29th-31ST March

National Philatelic Exhibition

at The Postal Museum Japan
Tokyo Skytree Town “SORAMACHI” 

http://kitte.com/stampex2025


	目次
	スケジュール
	郵政博物館 見取り図
	展示作品一覧
	審査員
	本展覧会にご寄付を下さった方々
	「ジャパン・フィラテリスト・サミット」
	展示作品
	和紙青一銭
	Japan Etched Stamps 1871-1876
	日本普通切手 1913-1938
	昭和切手1937-46
	Ryukyu Airmail Issue 1950-1954
	スウェーデン オスカーII 世時代の普通切手 1885-1911
	France 1849-1860
	ウルグアイ 1856-1884
	私製はがきの外国宛使用
	在中国アメリカ郵便の活動 1802-1922
	膠州地域の郵便史
	インド中国遠征軍 1900-1923
	第二次世界大戦期の英国郵便史：太平洋戦争
	Postal Stationery under Japanese Naval Occupation Area
	海外で使用されたロシア帝国切手：日本への船による郵便
	ジャワ1942 年2 月〜1945 年8 月
	西村寿一郎コレクション SWEDEN 1855 - 1873
	在横浜ペィル兄弟洋菓子店
	戦後の欧文櫛型印
	ウラジオストク航路と郵便(下)~日本海航路を中心に~ ―1876年10月~1910年9月― (明治29年~明治43年)
	世界植物切手分類体系 第1 巻
	世界の大収集家[ 第１部] フェラリとその時代の郵趣
	全日本切手展 第74 回<< 全日本切手展2024>>
	小判切手とその時代 最近の情報
	全国切手展「スタンペックスジャパン」の歴史
	募集要項  IREX
	全国切手展「スタンペックスジャパン」受賞履歴（抜粋）
	広告）スタンペディアオークション
	広告）日本郵便切手商協同組合
	広告）東京ワンフレームチャンピオンシップ実行委員会
	広告）全日本切手まつり実行委員会
	広告）無料世界切手カタログ・スタンぺディア株式会社
	広告）郵趣振興協会




